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今
回
は
、
市
民
と
し
て
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
・

環
境
問
題
に
取
り
組
む
と
共
に
、
原
子
力
委
員

会
委
員
と
し
て
ご
活
躍
の
松
田
美
夜
子
さ
ん
に

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

―
―　

環
境
問
題
に
取
り
組
も
う
と
し
た
き
っ

か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田　
「
子
供
が
丁
度
3
歳
と
5
歳
の
女
の
子

で
、
専
業
主
婦
の
と
き
に
、
川
口
市
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
1
9
7
7
年
の
川
口

市
で
は
、
当
時
で
は
最
新
式
の
ご
み
出
し
方
式

と
し
て
ご
み
を
混
合
収
集
し
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
に
従
っ
て
私
が
ご
み
を
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に

し
て
出
し
て
い
る
と
、
娘
た
ち
が
『
ビ
ン
と
缶

が
汚
れ
ち
ゃ
か
わ
い
そ
う
』
と
訴
え
て
き
た
の

で
す
。
そ
の
と
き
に
、
便
利
さ
と
か
効
率
を
求

め
る
社
会
へ
の
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。
3
歳

の
娘
に
育
ち
始
め
た
人
間
と
し
て
の
感
性
を
失

わ
な
い
で
す
む
社
会
を
築
く
こ
と
が
、
本
来
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
を
行
政

は
、
勘
違
い
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
市
制
モ

ニ
タ
ー
に
な
っ
て
、
市
長
さ
ん
に
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
予
算
が
付
き
、
川
口
方
式
と
い
う

名
前
の
ご
み
分
別
収
集
シ
ス
テ
ム
が
誕
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
市
民
と
行

政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
行
う
国

の
最
新
的
な
取
り
組
み
事
例
と
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
思
う
の
は
、
小
さ
な
子
供
た

ち
の
目
線
・
気
持
ち
と
い
う
の
を
大
切
に
す

る
社
会
が
良
い
社
会
な
の
だ
と
い
う
、
ま
ず

出
会
い
が
そ
こ
で
し
た
ね
。」

（　

・　

ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す
。）

32

33
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まつだ・みやこ
原子力委員会委員（常勤）、前
富士常葉大学環境防災学部教
授、経済産業省認定消費生活
アドバイザー、NPO法人「持
続可能な元気ネット」顧問、国
の各種リサイクル法や地球温
暖化問題・環境税の審議会を
歴任し、2007年１月から原子
力委員会委員に就任。
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内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、
本
年
３
月

に
「
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
に
関

す
る
調
査
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
本
調
査

は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
希
望
と
現
実
に

つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
結
婚
や

出
産
時
の
選
択
と
影
響
を
与
え
る
要
因
に
焦
点

を
あ
て
て
、　

代
〜　

代
の
女
性
を
対
象
に
実

30

40

施
し
た
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
１
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
即
し
た

働
き
方
の
希
望
と
現
実

　

働
き
方
の
希
望
は
、
結
婚
・
出
産
や
子
ど
も

の
年
齢
と
共
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

小
さ
な
時
期
は
、
働
き
た
く
な
い
と
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
子
ど
も
が
中
学
生
以
上
で
は
９
割

以
上
の
人
が
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

働
き
方
も
子
ど
も
の
年
齢
が
あ
が
る
と
共
に
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
人
が
増
え

る
な
ど
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
（
図
表
１
）。
一

方
、
現
状
を
み
る
と
、
働
い
て
い
な
い
人
が
希

望
よ
り
も
多
く
、
働
き
方
も
多
く
が
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
に
集
中
し
て
お
り
、
希
望
と
の
間

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
み
ら
れ
ま
す
（
図
表
２
）。

２
・
離
職
の
理
由

　

こ
れ
ま
で
に
仕
事
を
辞
め
た
経
験
が
あ
る
人

の
離
職
理
由
の
ト
ッ
プ
は
、「
主
と
し
て
結
婚
」

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。
さ
ら
に
、
結
婚

を
機
に
仕
事
を
辞
め
た
人
の
理
由
と
し
て
は
、

「
体
力
・
時
間
的
に
厳
し
か
っ
た
か
ら
」
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。
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子どもが 
４・５歳 
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6～11歳 
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契約・ 
派遣等 

その他 

契約・ 
派遣等 

その他 自営・家族従業等 

（%） 

（図表１）ライフステージの変化に応じた働
　　　　　き方の希望　単数回答（n=3,100）

（図表２）ライフステージ別働き方の現状
　　　　　（n=3,100）
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３
・
離
職
・
転
職
の
影
響
（
１

年
以
上
の
離
職
前
後
の

変
化
）

　

理
由
を
問
わ
ず
１
年
以
上
の
離

職
が
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
、
離
職

前
後
の
年
収
変
化
を
み
る
と
、
３

割
以
上
が「
半
分
以
下
に
な
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。「
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
」
や
「
上
が
っ
た
」

は
、
合
わ
せ
て
全
体
の
約
４
分
の

１
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
表

５
）。
配
偶
関
係
や
子
ど
も
の
有

無
別
に
み
る
と
、
特
に
、
結
婚
し
て
子
ど
も
の

い
る
人
で
収
入
の
減
少
幅
が
大
き
い
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
（
図
表
６
）。

４
・
継
続
就
労
層
の
職
場
の
特
徴
―
現
在
・

初
職
時

　
「
子
ど
も
の
い
る
継
続
就
労
層
」
の
職
場
は
、

「
全
体
」
と
比
較
し
て
、
両
立
や
仕
事
の
や
り
が

い
な
ど
の
面
で
、
比
較
的
よ
い
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の
職
場
で
は 

「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
で
き
る
」、「
両
立

支
援
の
制
度
が
活
用
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る
」、
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0.6

3.4
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主として結婚を理由に辞めた 

結婚以前に転職を目的に辞めた 

主として第一子の出産を理由に辞めた 

上記以外の理由で結婚後に辞めた 

主として妊娠を理由に辞めた 

結婚以前に転職・親の介護以外の理由で辞めた 

病気、ストレス、怪我 

主として配偶者・パートナーの転勤を理由に辞めた 

キャリアアップ、資格取得、就学、留学 

職場環境、仕事内容、労働条件 

リストラ、経営不振、倒産、契約期間終了 

主として育児を理由に辞めた（子どもが未就学児） 

主として第二子以降の出産を理由に辞めた 

 

主として育児を理由に辞めた（子どもが小学校以降） 

その他 

主として自分または配偶者・パートナーの親の 
介護を理由に辞めた 

（%）

27.0

24.2

20.6

17.5

13.2

9.7

8.9

8.8

6.5

3.2

28.0

0 5 10 15 20 25 30

体力・時間的に厳しかったから 

辞めるのが当たり前だと思ったから 

家事・育児に時間をとりたかったから 

 

配偶者・パートナーが希望したから 

子どもが欲しかったから 

 

 

 

 

その他 

両立の努力をしてまで続けたいと思え 
る仕事ではなかったから 

職場に仕事と家庭の両立を支援する制 
度がなかったから 

同じような状況で仕事を続けている人 
が職場にいなかったから 

職場に仕事と家庭の両立に対する理解 
がなかったから 

配偶者・パートナーの親や自分の親な 
ど親族の意向だったから 

（%）

上がった 
 10.3%

ほとんど 
変わらない 
 16.7%

やや下がった 
（70～90%程度） 

14.7%

かなり下がった 
（50～70%程度） 

25.6%

半分以下になった 
（50%以下） 
 32.7%

　　（図表３）仕事を辞めた理由：複数回答（n=2,613）（図表４）結婚時に離職した理由：複数回答（n=908）

（図表５）1年以上の離職前後の年収の変化
　　　　　：単数回答（n=755）

18.7

10.1

6.9

25.7

21.0

12.3

23.4

19.3

9.8

24.6

22.7

27.1

7.6

26.9

43.8

0 20 40 60 80 100（%） 

未婚 

既婚・子どもなし 

既婚・子どもあり 

上がった ほとんど変わらない やや下がった かなり下がった 半分以下になった 

（図表６）婚姻・子どもの状況別１年以上の離職前後
　　　　　の年収の変化：単数回答
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「
両
立
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
先

輩
が
い
る
」、「
個
人
的
な
生
活
時

間
に
配
慮
が
あ
る
」
と
い
っ
た
項

目
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（
図
表
７
）。
初
職
に
お
い
て
も
、

ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す

（
図
表
８
）。

５
・
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
選
択
へ
の

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の

関
わ
り

　

既
婚
者
の
夫
婦
間
の
家
事
分
担

状
況
を
み
る
と
、「
ほ
と
ん
ど
妻
が
家
事
・
育
児

を
担
う
」
家
庭
が
７
割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
妻
と
夫
で
同
じ
程
度
担
っ
て
い
る
」
家
庭
は
、

約
６
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん（
図
表
９
）。
夫
婦
の
家

事
分
担
の
状
況
別
に
夫
の
働
き
方
を
み
る
と
、

家
事
・
育
児
分
担
の
少
な
い
家
庭
で
は
、
残
業

が
多
く
、
時
間
の
融
通
性
も
な
い
働
き
方
を
し

て
い
る
夫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表　

）。

１０

６
・
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
た
め
に
必
要

な
環
境

　

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
場
合
に
、
家
族
の
状
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18.218.2

43.4

30.6

26.4

27.9

24.0

22.5

34.4

25.7
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15.6

43.4

30.6

19.0

10.1

26.4

27.9

24.0

20.9

22.5

34.4

25.7

18.9

10.3

29.5

23.7

15.6

19.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％） 

全体 

男女の区別なく昇進・昇格できる雰 
囲気がある 

育児休業制度等子育てとの両立支援 
の制度が活用できる雰囲気がある 

従業員の個人的な生活時間の確保に 
配慮する雰囲気がある 

残業や休日出勤が少ない 

フレックスタイム制度や在宅勤務制 
度など柔軟に働ける環境がある 

女性の先輩や管理職が多くいる 

仕事と子育てを両立しながら働き続 
ける先輩が多くいる 

自分にとってやりがいがあると思え 
る仕事をすることができる 

いずれの状況もあてはまらない 

③既婚－子どもあり－継続 

 

26.5

35.8

24.9

6.6

24.9

18.3

28.6

13.6

25.5

5.8

23.8

26.5

35.8

21.4

24.9

6.6

24.9

10.5

18.3

21.8

28.6

31.8

13.6

25.5

5.8

23.8

11.1

11.3

20.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0（％） 

男女の区別なく昇進・昇格できる雰 
囲気があった 

育児休業制度等子育てとの両立支援 
の制度が活用できる雰囲気があった 

従業員の個人的な生活時間の確保に 
配慮する雰囲気があった 

残業や休日出勤が少なかった 

フレックスタイム制度や在宅勤務制 
度など柔軟に働ける環境があった 

女性の先輩や管理職が多くいた 

仕事と子育てを両立しながら働き続 
ける先輩が多くいた 

自分にとってやりがいがあると思え 
る仕事をすることができた 

いずれの状況もあてはまらない 

全体 ③既婚－子どもあり－継続 

（図表７）ライフコース別職場の特徴
　　　　　（現職）：複数回答

（図表８）ライフコース別職場の特徴
　　　　　（初職）：複数回答

妻と夫で同じ程度 
担っている 
5.9%

夫の方が多く 
担っている 
0.8%

夫も家事・育児を 
担っているが、 
妻の方が多い 
24.7%

ほとんど妻が 
家事・育児を 
担っている 
68.6%

（図表９）夫婦間の家事の分担状況
　　　　　：単数回答（n=2,298）

18.2

31.0

43.0

29.2

34.5

27.8

20.1

17.4

15.7

26.0

16.7

12.8

6.5

0.4

0.7

0 20 40 60 80 100（%） 

残業のある日は多く、勤務時間の融通性もない 残業のある日が多いが、勤務時間の融通性は効く 
ほぼ定時退社だが、勤務時間の融通性はない ほぼ定時退社で、勤務時間の融通性も効く 
配偶者・パートナーは働いていない 

ほとんど妻が担う 

夫も担うが妻の方が多い 

夫婦で同じ程度か夫の方が多い 

（図表１０）夫婦間の家事の分担別
　　　　　配偶者・パートナーの働き方：単数回答
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況
と
し
て
最
も
必
要
な
の
は
、
配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
の
「
平
日
の
家
事
・
育
児
参
加
」
や

「
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
働
く
こ
と
に
対
す
る

理
解
」
と
い
う
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
表　

）。
家
族
の
中
で
も
、
主
に
配
偶
者
・

１１

パ
ー
ト
ナ
ー
、
つ
ま
り
夫
の
関
わ
り
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
子
育
て
し
な
が

ら
働
く
場
合
に
重
要
な
職
場
の
環
境
・
制
度
と

し
て
は
、「
子
ど
も
が
病
気
の
時
や
学
校
の
行

事
な
ど
で
休
み
が
と
れ
る
こ
と
」
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
、「
上
司
に
理
解
が

あ
る
こ
と
」、「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
や
在

宅
勤
務
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
」

な
ど
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表

　

）。 
１２７

・
結
婚
・
出
産
時
の
希
望
と
現
実
の
一
致

度
と
働
き
方
の
選
択
に
対
す
る
評
価

　

結
婚
時
や
第
一
子
の
出
産
・
子
育
て
時
の
働

き
方
の
選
択
に
お
い
て
、
希
望
と
現
実
が
一
致

し
た
人
で
、
満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
働
く
こ
と
を
希
望

し
、
実
現
し
た
」
人
が
も
っ
と
も
満
足
度
が
高

く
、
結
婚
時
で
は
、
９
割
、
第
一
子
出
産
・
子

育
て
時
で
も
８
割
弱
が
満
足
し
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表　

）。 
１３

共同参画21　������

0.5%

1.7%

2.9%

14.6%

28.0%

42.7%

1.7%

2.9%

9.6%

14.6%

28.0%

42.7%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（%） 

不明 

その他 

配偶者・パートナーが育児休暇を取れること 

自分か配偶者・パートナーの親が子育てに 
協力してくれること 

配偶者・パートナーが子どもの病気の時や 
学校の行事などで休みが取れること 

配偶者・パートナーに子どもを育てながら 
働くことへの理解があること 

配偶者・パートナーが平日も家事・育児に 
協力してくれること 

0.9%

1.6%

0.6%

3.3%

5.0%

5.6%

14.4%

16.6%

6.7%

35.8%

3.3%

5.0%

5.6%

9.5%

14.4%

16.6%

6.7%

35.8%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0（%） 

不明 

その他 

先輩や上司の女性に自分が理想のモデルと 
する人がいること 

仕事にやりがいがあること 

育児休暇がとれること 

残業や休日出勤がないこと 

子育て期に短時間勤務ができること 

職場の同僚に理解があること 

フレックスタイム制度や在宅勤務など柔軟 
な働き方ができること 

上司に理解があること 

子どもが病気の時や学校の行事などで休み 
がとれること 

（図表１１）家族の状況として最も必要なこと
　　　　　：単数回答（n=3,100）

（図表１２）職場の環境・制度として最も重要なこと
　　　　　：単数回答（n=3,100）

62.8

55.8

68.0

70.5

70.7

76.2

39.2

90.0

23.7

40.3

24.0

18.1

21.7

15.7

35.7

7.9

3.9

11.4

7.6

8.1

2.1

7.9

25.1

13.5

3.9

8.0

11.4

7.6

8.1

2.1

0 20 40 60 80 100（%） 

その他 

働いておらず仕事をしないことを希望 
し実現 

仕事を辞めることを希望したが、働き 
続けた 

仕事を辞めることを希望し実現 

負担を減らすことを希望したが、維持 
または増えた 

負担を減らすことを希望し実現 

これまでどおり・負担を減らすを希望 
したが、やめた 

これまでどおり働くことを希望し実現 

よかったと思う 後悔している どちらとも言えない 

56.4

81.2

48.8

76.9

56.3

69.9

48.6

77.6

26.8

21.9

22.7

32.6

16.6

24.4

16.2

21.9

23.3

28.6

15.4

11.0

2.2

6.9

7.0

15.4

11.0

2.2

6.9

6.8

7.0

0 20 40 60 80 100（%） 

その他 

働いておらず仕事をしないことを希望 
し実現 

仕事を辞めることを希望したが、働き 
続けた 

仕事を辞めることを希望し実現 

負担を減らすことを希望したが、維持 
または増えた 

負担を減らすことを希望し実現 

これまでどおり・負担を減らすを希望 
したが、やめた 

これまでどおり働くことを希望し実現 

よかったと思う 後悔している どちらとも言えない 

（図表１３）結婚及び第一子出産・子育て時の希望と現実別　働き方の選択に対する評価：単数回答
　　　　　　　　＜第一子出産・子育て時＞　　　　　　　　　　　　　　　　＜結婚時＞
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８
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
し
て
求

め
ら
れ
る
支
援

　

結
婚
や
出
産
・
子
育
て
な
ど
で
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
の
選
択
を
せ
ま
ら
れ
る
女
性
に
と
っ
て
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
際
に
必
要
な
こ
と
と
し

て
は
、「
勤
務
先
の
会
社
で
の
情
報
提
供
・
相

談
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表　

）。

１４

特
に
、
今
後
「
子
ど
も
を
産
み
た
い
」、「
末
子

が
乳
幼
児
」
と
い
っ
た
支
援
を
切
実
に
必
要
と

す
る
人
や
、「
第
一
子
出
産
に
際
し
て
育
休
を

取
得
し
た
」、「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
育
児

休
暇
を
と
れ
る
こ
と
」
を
期
待
す
る
人
な
ど
、

積
極
的
に
制
度
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
で
、「
勤
務
先
の
会
社
で
の
情
報
提
供
・
相

談
」
を
期
待
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
で
、「
自
治
体
が
提
供
す
る
子
育
て
・
介
護

支
援
の
情
報
提
供
・
相
談
」、「
女
性
の
働
き
方

に
関
す
る
情
報
提
供
」
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

・
女
性
の
働
き
方
の
希
望
は
、

結
婚
や
子
ど
も
の
状
況
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

て
変
化
す
る
が
、
現
実
は
、

希
望
す
る
よ
う
な
選
択
が
十

分
で
き
て
い
な
い
。

・
こ
れ
ま
で
の
選
択
に
対
す

る
満
足
度
は
、
本
人
の
希
望

と
現
実
が
一
致
し
た
場
合
に

高
く
な
る
。
特
に
、
結
婚
や

子
ど
も
を
持
っ
て
も
、
継
続

的
に
働
く
こ
と
を
希
望
し

て
、
そ
れ
を
実
現
で
き
た
層

で
、
満
足
度
が
高
い
。

・
子
育
て
を
し
な
が
ら
継
続
的
に
働
い
て
い
る

人
の
職
場
の
特
徴
と
し
て
は
、 
「
仕
事
の
や
り

が
い
」、 

「
両
立
支
援
制
度
を
活
用
で
き
る
雰

囲
気
」、「
両
立
し
な
が
ら
働
く
先
輩
の
存
在
」 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
た
め
に
、
夫
に
は
「
平

日
の
育
児
参
加
」、
職
場
に
は
「
子
ど
も
の
病
気

や
学
校
行
事
な
ど
の
た
め
に
休
み
が
と
れ
る
こ

と
」
や
「
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
」
な

ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

・
結
婚
や
出
産
時
に
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
が
、
背
景
に

は
、
残
業
な
ど
を
含
む
厳
し
い
働
き
方
の
状
況

も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
働
い
て
い
な
い
人
で

は
、
将
来
的
に
は
働
く
意
向
を
持
っ
て
い
る
人

が
多
く
、
再
就
職
希
望
の
割
合
は
高
い
。

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
際
に
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
し
て
は
、「
勤
務
先
で
の
支
援
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
・
相
談
」
を
あ
げ
る
人
が

最
も
多
く
、
次
い
で
、「
自
治
体
の
支
援
等
に
関

す
る
情
報
提
供
・
相
談
」
や
、
女
性
の
一
般
的

な
働
き
方
や
将
来
設
計
に
関
す
る
情
報
提
供
・

相
談
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。
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29.9

18.5

16.2

14.4

12.5

6.2

2.4

1.3

1.0

6.5

0 5 10 15 20 25 30 35（%） 

勤務先の会社で、法律上、受けられる支援に 
ついての情報提供・相談 

自治体が提供する子育てや介護支援等に関す 
る情報提供・相談 

一般的な女性の働き方（離職率や再就職の状 
況など）に関する情報提供 

個人の状況に合わせた将来設計の立て方につ 
いての相談・研修 

再就職のための情報提供・相談 

最初に職に就く際の仕事選びに関する情報提 
供・相談 

同じような悩みを抱える人同士での話し合い 
・研修会 

会社の先輩や上司による相談 

その他 

特に何も必要ない 

「勤務先の会社で法律上、受けられる支援についての情報提供・相談」を必要とする割合が 
特に高い層 
　○子どもを産みたい（今いる子どもの人数よりも希望する子どもの人数が多い） 
　○末子が乳幼児（年齢が０歳～２歳） 
　○第一子出産に際して、育休を取った 
　○子育てしながら働く場合に最も必要な家族の状況として「配偶者・パートナーが育児休

暇を取れること」 

（図表１４）ライフプランを立てる際に必要だと思うこと：３つまで選択（n=3,100）
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○
「
子
育
て
お
母
さ
ん
再
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

　

本
県
が
実
施
し
た
「
女
性
の
再
就
職
支
援
1

万
人
ネ
ッ
ト
調
査
」（
平
成　

年
度
）に
よ
る
と
、

17

具
体
的
な
求
職
活
動
に
踏
み
出
す
前
に
、
ま
ず

自
己
能
力
を
再
確
認
し
た
い
、
能
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
訓
練
を
受
け
た
い
、
労
働
市
場
の
現
状

に
つ
い
て
知
り
た
い
、
子
供
を
預
か
っ
て
く
れ

る
所
が
欲
し
い
、
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、「
働
き
た
い
」
と
希
望

し
な
が
ら
踏
み
出
せ
な
い
で
い
る
女
性
た
ち
を

後
押
し
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
7
月
、
千
葉

18

市
幕
張
に
あ
る
「
ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
（
旧
千
葉

県
テ
ク
ノ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）」
の
一
角
に
、

○
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能
（
託
児
付
き
）

○
情
報
提
供
機
能

○
職
業
訓
練
機
能

を
併
せ
持
つ
「
子
育
て
お
母
さ
ん
再
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

○
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能
に
つ
い
て

【
事
業
体
制
】

　

開
所
日
時
／
火
〜
土
の
9
時
〜　

時
。
キ
ャ

17

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
／
3
名
。
予
約
制
で
1

人
当
た
り
の
相
談
時
間
は　

分
程
度
。
週
3
回

90

は
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
配

置
、
子
ど
も
を
預
け
て
相
談
に
集
中
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

【
相
談
者
の
状
況
】

　

相
談
者
数
は
、
4
4
5
件
（
平
成　

年
3
月

19

末
現
在
）
で
、　

〜　

代
の
方
が
6
割
以
上
を

20

30

占
め
て
お
り
、
子
育
て
中
で
あ
っ
て
も
再
就
職

に
高
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
相
談

内
容
は
、
子
供
の
預
け
先
、
自
分
自
身
の
課
題

の
整
理
、
職
業
訓
練
や
求
人
情
報
の
検
索
方
法

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

【
本
セ
ン
タ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
特
徴
と
課
題
】

　

漠
然
と
し
た
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
や
っ
て

く
る
相
談
者
に
対
し
、
再
就
職
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
到
達

点
ま
で
導
く
た
め
に
は
、
き
め
細
か
な
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
と
異
な
り
、
出
産
・
子
育
て
で
退
職
し
た
女

性
の
場
合
は
そ
も
そ
も
「
職
業
キ
ャ
リ
ア
」
が

少
な
か
っ
た
り
、「
子
ど
も
」「
家
事
」
な
ど
に

対
す
る
不
安
が
大
き
す
ぎ
て
な
か
な
か
「
キ
ャ

リ
ア
目
標
の
設
定
」
ま
で
た
ど
り
着
か
な
い
場

共同参画21　������

特集１ 

支援スキーム 

働きたい 

職業紹介 

Concept 
　再就職の前段階にある人を対象に、

様々な支援メニューにより、「求職活
動を後押し」する。 

託児 

託児 

個別相談 
カウンセリング 

グループ 
ワーキング 

自己分析 
キャリアの棚卸し 
適職診断　　など 

再就職への足がかりをつかむ 
　自分探し編 
　成功事例・企業研究編 
　就職準備編　　など 

テクノピラミッド機能を活用 
　パソコン講座 
　資格取得講座　　　など 子育て情報・働き方情報 

支援情報などの提供 
 

民間職業紹介機関など 

マザーズ・ハローワーク 
ちば幕張ブランチ 

再就職 
職業紹介 

情報提供 

職業訓練 

「
働
き
た
い
」お
母
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

　
　
　

〜
千
葉
県
の
女
性
再
就
職
支
援
事
業
に
つ
い
て
〜

女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援

千
葉
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
課
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合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
か
ら
一
定
期
間
離
れ

て
い
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
は
当
然
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
「
意
識
」
の
持
ち
方

や
「
行
動
」
の
あ
り
方
を
再
確
認
し
て
も
ら
う

必
要
も
あ
り
ま
す
。

【
今
後
の
方
向
性
】

　

相
談
に
来
所
す
る
こ
と（
＝
再
就
職
活
動
を
行

う
こ
と
）
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
へ
の
移
行
の
第
一

歩
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。た
だ
単
に「
就
職
先
を
探
す
」と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
再
就
職
に
至
る
ま
で
の

「
自
分
へ
の
気
づ
き
」「
自
分
に
不
足
し
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
の
学
び
」「
課
題
解
決
方
法
の
発
見
」

「
通
勤
す
る
こ
と
へ
の
慣
れ
」な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

過
程
を
す
べ
て
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と

位
置
づ
け
、
家
庭
か
ら
社
会
へ
円
滑
な
転
換
を

図
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
マ
ザ
ー
ズ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

　

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
情
報
提
供
機
能
だ
け
で
終

わ
ら
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
職

業
紹
介
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
千
葉
労
働
局
と
連

携
し
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に
「
マ
ザ
ー
ズ
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ち
ば
幕
張
ブ
ラ
ン
チ
」
を
併
設
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
に
と
っ
て
は
、「
職
業
紹
介
」
だ
け
で

は
な
く
、
労
働
市
場
の
現
実
を
知
り
、
自
分
の

求
職
活
動
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
に
し
て
い
く
、

と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
内
閣
府
委
託
事
業
と
の
連
携

　

一
方
、
内
閣
府
の
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
地

域
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
当
県
の
「
子
育
て

お
母
さ
ん
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
が
有

効
な
事
業
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
、
国
か

ら
の
委
託
事
業
と
し
て
平
成　

年
度
に
は
２
つ

18

の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

【
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
】

　

再
就
職
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
内
容
を
８
日

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
践
的
に
学
ぶ
講
座
（
託

児
付
き
）
を
平
成　

年
度
は
4
回
開
催
し
、　

18

84

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
自
分
の
今
後
の
方
向
性
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
た
。」「
自
分
の
考
え
方
が
前
向
き
に
な
り
、

行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
た
。」等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
就
職
に
結
び
つ
い
た

実
績
も
あ
り
ま
し
た
。

【
ち
ば
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ト
】

　

就
職
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
起
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
と

願
う
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
各
支
援
機
関
情

報
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
平
成　

年
3

19

月
に
開
設
し
ま
し
た
。（http://w

w
w
.pref.chi

ba.lg.jp/syozoku/f _rousei/challenge/

）

○
今
後
の
課
題
と
取
組

【
周
辺
相
談
へ
の
対
応
】

　

再
就
職
へ
の
具
体
的
な
相
談
に
入
る
前
に
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
以
外
に
、
両
立
を
実

践
し
て
い
る
先
輩
女
性
た
ち
の
話
を
聞
き
、
意

見
交
換
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
働
き
出
し
た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

【
託
児
支
援
の
拡
大
】

　

子
育
て
中
の
女
性
の
再
就
職
を
支
援
す
る
に

は
、「
託
児
機
能
」
は
不
可
欠
で
す
。
今
後
、
職

業
訓
練
を
行
う
際
の
「
託
児
機
能
」
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
事
業
効
果
の
全
県
へ
の
波
及
】

　

セ
ン
タ
ー
内
で
実
施
す
る
事
業
の
み
で
は
利

用
で
き
る
方
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
町

村
と
連
携
し
て
出
張
相
談
を
開
催
す
る
な
ど
、

本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
効
果
を
全
県
に
波
及
す
る

仕
組
み
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

共同参画21　������

特集１  女性のライフプランニング支援 
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不
二
製
油
は
�「
食
」
の
創
造
を
通
し
て
、
健

康
で
豊
か
な
生
活
に
貢
献
し
ま
す
�
を
企
業
理

念
と
し
て
、
様
々
な
機
能
を
持
つ
食
品
素
材
を

世
界
の
お
客
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
人

マ
ネ
は
し
な
い
」
を
基
本
姿
勢
に
独
自
の
生
産

技
術
の
開
発
に
励
み
、
独
自
の
製
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
し
差
別
化
し
た
製
品
を
原
料
と
し
て
提

供
す
る
た
め
、
末
端
製
品
ま
で
を
開
発
し
、
そ

れ
を
お
客
様
に
提
案
す
る
「
提
案
営
業
」
を
展

開
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
消
費
者
と
し
て
の
感

性
が
重
要
と
な
り
、
研
究
開
発
職
は
も
と
よ
り

営
業
職
に
も
女
性
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
開
発
職
で
は
従
来
か
ら
女
性
が
大
い
に

活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
営
業
職
に
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
９
８
年
か
ら
大
卒

女
子
の
積
極
採
用
を
進
め
、
営
業
部
門
へ
も
毎

年
１
〜
３
名
を
配
属
し
て
き
ま
し
た
。
始
め
は

戸
惑
い
の
あ
っ
た
営
業
現
場
で
も
彼
女
た
ち
の

活
躍
ぶ
り
を
見
て
、
今
で
は
す
っ
か
り
当
た
り

前
の
姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
弊
社
で
の
取
り
組

み
を
い
く
つ
か
紹
介
い
た
し
ま
す
。

﹇
Ｆ
Ａ
Ｎ
活
動
﹈

　

１
９
９
９
年
に
ト
ッ
プ
か
ら
、
女
性
の
持
っ

て
い
る
能
力
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
取
り

組
み
が
発
表
さ
れ
、「
女
性
活
躍
推
進
委
員
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
（
２
０
０
０
年
に
Ｆ
Ａ
Ｎ
／

F
U
J
I 
A
C
T
I
V
E 
N
E
T
W
O
R
K

に
改
称
）。
社
員
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
活
き

活
き
と
仕
事
が
で
き
る
、
働
き
や
す
く
、
働
き

甲
斐
の
あ
る
元
気
な
会
社
を
目
指
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
約　

人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
現

１５

在
は
男
性
社
員
も
入
っ
て
８
期
目
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」で
す
。
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
と
、
各

種
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
「
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
お
た
す
け
ノ
ー
ト
」
を
作
成
、
管
理

職
に
も
配
布
し
ま
し
た
。
女
性
社
員
や
管
理
職

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
そ
の
結
果
や
、

日
ご
ろ
の
活
動
を
社
内
報
に
掲
載
し
全
社
員
へ

の
周
知
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
社

員
の
制
服
の
見
直
し
や
、
旧
姓
使
用
な
ど
も
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

﹇
女
性
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
﹈

　

女
性
管
理
職
育
成
を
目
指
し
た
集
合
研
修

で
、
毎
年
自
薦
と
他
薦
で
約　

名
が
参
加
。
管

２０

理
職
前
の
中
堅
層
が
対
象
で
、
参
加
者
の
意
識

向
上
や
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
参
加
者
の
対
象
を
広

げ
、
意
欲
あ
る
女
性
社
員
の
参
加
と
内
容
を
よ

り
実
務
に
応
用
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

﹇
女
性
教
養
セ
ミ
ナ
ー
﹈

　

各
界
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
女
性
の
講
話
を

聴
き
、
女
性
社
員
が
新
し
い
職
域
へ
の
挑
戦
意

欲
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
毎
年
実
施
、

す
で
に
７
回
を
数
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
実
施
事
業
所
以
外
で
も
視
聴
で

共同参画21　������

特集１ 

企
業
に
お
け
る
女
性
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援

女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援

不
二
製
油
株
式
会
社
人
事
総
務
本
部
人
事
部
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き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

﹇
採
用
活
動
に
お
い
て
﹈

　

採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
職
場
紹
介
で
女
性
の
登

場
を
多
く
し
、
会
社
説
明
会
で
は
若
手
女
性
社

員
を
起
用
す
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
を
実
際
に

見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
女
子
学
生
の
関
心
が
高

ま
っ
て
応
募
数
が
増
加
、
さ
ら
に
は
ミ
ス
マ
ッ
チ

に
よ
る
離
職
の
防
止
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　﹇
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
﹈

　

上
司
と
部
下
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

対
話
し
、
自
己
の
動
機
付
け
を
高
め
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
年
に
１
回
全
組
合
員

を
対
象
と
し
て
、
現
在
の
業
務
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と
、
自
己
の
懸
案
事
項
な

ど
を
記
入
し
て
提
出
し
ま
す
。
考
課
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
時
に
指
導
・
育
成
に
役
立
て
る
と
共

に
人
事
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

﹇
制
度
面
の
充
実
﹈

　

産
前
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
、

子
の
看
護
休
暇
な
ど
は
法
定
を
上
回
る
内
容
と

し
、
子
育
て
を
行
う
男
女
社
員
の
仕
事
と
家
庭

生
活
の
両
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
利
用
も
活

発
で
、
な
か
で
も
育
児
休
業
の
利
用
は
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
期
間
一
杯
の
取
得
で
は
な
く

早
め
に
復
帰
す
る
場
合
が
多
い
で
す
が
、
保
育

所
の
確
保
な
ど
で
悩
み
が
あ
る
よ
う
で
す
。
男

性
社
員
の
育
児
休
暇
第
１
号
を
待
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
仕
事
へ
の
影

響
や
心
理
的
な
面
で
躊
躇
す
る
よ
う
で
、
さ
ら

に
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
た
く
考
え

て
い
ま
す
。

﹇
今
後
の
取
り
組
み
﹈

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
女
性
社
員

の
平
均
年
齢
、
勤
続
年
数
は
年
々
確
実
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
女
性
管
理
職
は
ま
だ

少
数
で
今
後
の
育
成
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
２
０
０
４
年
度
末
の
４
名
に
対
し
、　

年
１０

後
に
は
３
倍
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
管
理

者
予
備
軍
の
女
性
が
少
な
く
、
ま
た
モ
デ
ル
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
弾
み
が
つ
か
な
い
の
が
実

情
で
、
研
修
な
ど
の
充
実
に
よ
り
目
標
達
成
を

目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
個
人
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
多
様
化
す

る
の
に
合
わ
せ
、
画
一
的
な
制
度
の
充
実
か
ら

選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
働
く
女
性
と

会
社
の
よ
り
よ
い
関
係
を
築
い
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
に
お
い
て
、

平
成　

年
３
月
に
「
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す

19

る
能
力
開
発
・
生
涯
学
習
施
策
に
関
す
る
監
視
・

影
響
調
査
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
で
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
多
様
な
選
択
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
、
能
力
開
発
・
生
涯
学
習
施
策
の
現
状
と
課

題
を
見
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
効
果
的

な
能
力
開
発
・
生
涯
学
習
の
在
り
方
や
施
策
の

今
後
の
取
組
を
求
め
て
い
ま
す
。
以
下
に
、
報

告
書
の
概
要
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
の
本
体
は
、http://w

w
w
.ge

nder.go.jp/m
ain _contents/fram

edata/link

/kansi-houkoku.htm
l

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

１　

効
果
的
な
取
組
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方

　

少
子
高
齢
化
等
が
進
む
中
で
、
多
様
な
人
材

の
育
成
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
、
国
民
一
人
ひ

と
り
に
対
し
て
は
、
変
化
に
対
応
し
て
絶
え
ず

新
し
い
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
男
女
共
に
人
生
の
各
段
階
で

多
様
な
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
、
必
要
な
能
力
を

開
発
し
て
一
人
ひ
と
り
の
望
む
形
で
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
人
材
の
能
力
発
揮
に

も
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
社
会
経
済

の
発
展
に
も
寄
与
す
る
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

う
し
た
課
題
を
実
現
す
る
に
は
、
誰
で
も
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
能
力
開
発
・
生
涯
学
習
に
参
加

で
き
る
参
加
保
障
の
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
女
性
の
場
合
、
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て

働
き
方
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
子
育

て
等
に
よ
り
外
出
に
制
約
が
生
じ
る
こ
と
も
多

い
と
い
う
よ
う
な
女
性
に
特
有
な
事
情
か
ら
、

能
力
開
発
機
会
を
得
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
女
性
が
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
多
様
な
選
択
を
取
る
こ
と

に
つ
い
て
も
明
示
的
に
考
え
た
効
果
的
な
能
力

開
発
・
生
涯
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

更
な
る
女
性
の
能
力
発
揮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

女
性
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
家
庭
環
境
の
変

化
に
影
響
を
受
け
や
す
く
、
就
業
を
中
断
し
た

り
、
新
た
な
環
境
で
活
躍
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
現
状
で
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
様
々
な
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
明
示
的
に
考

え
積
極
的
に
対
応
し
た
取
組
は
余
り
多
く
な

く
、
対
象
者
を
絞
ら
ず
幅
広
く
設
定
し
て
実
施

し
て
い
る
施
策
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

共同参画21　������
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女
性
の
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
能
力
開

発
・
生
涯
学
習
の
在
り
方
・
課
題
と
し
て
、
第

一
に
、
施
策
の
内
容
面
で
の
充
実
と
し
て
、
青

年
期
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
期
等
、
女
性
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
能

力
開
発
・
生
涯
学
習
施
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ

ま
す
（
詳
細
は
２
〜
５
）。
第
二
に
、
施
策
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
、
男
女
別
デ
ー
タ
の
整

備
等
の
推
進
や
、
施
策
の
評
価
の
推
進
、
関
係

府
省
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
等
と

の
役
割
分
担
や
連
携
の
明
確
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
三
と
し
て
、
様
々

な
関
連
す
る
制
度
や
環
境
整
備
と
し
て
、

就
労
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
雇
用
形
態
に
中

立
的
な
能
力
開
発
機
会
の
提
供
等
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
詳
細
は
６
）。

２　

就
業
・
起
業
や
地
域
活
動
へ
の

参
画
に
つ
な
が
る
能
力
開
発
・

生
涯
学
習
の
実
施

　

女
性
の
就
業
に
は
分
野
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
女
性
の
構
成
比
の
高
い
産

業
は
、
医
療
・
福
祉
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
、

教
育
・
学
習
支
援
業
等
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
表
１
）。
ま
た
、
起
業
に
つ
い
て
は
、

女
性
の
起
業
理
由
は
同
年
代
の
男
性
と
比

べ
て
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
自

己
実
現
希
望
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
開
業
後
、
女
性
起
業
家
は
経
営
知
識
の
不

足
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
今
後
、

・
女
性
の
長
期
的
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

支
援
す
る
情
報
提
供

・
女
性
の
比
率
の
少
な
い
科
学
技
術
等
の
分
野

へ
の
選
択
を
支
援
す
る
情
報
提
供

・
起
業
女
性
へ
の
継
続
し
た
実
践
的
支
援
（
事

業
資
金
調
達
、
管
理
・
財
務
知
識
の
習
得
等
）

・
起
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
能
力
開
発
の
実
施

等
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

３　

子
育
て
等
に
よ
る
就
業
中
断
期
の
存

在
も
考
慮
し
た
能
力
開
発
・
生
涯
学

習
の
実
施

　

現
在
、
出
産
を
機
に
約
７
割
の
女
性
が
退
職

共同参画21　������

特集2　監視・影響調査機能の強化 

1.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％） 

　15 ～ 19歳 

　25 ～ 29

　35 ～ 39

　45 ～ 49

　55 ～ 59

　65 ～ 69

　75歳以上 

家族の転職・転勤又は事業所の移転のため 結婚のため 
育児のため 家族の介護・看護のため 

出所：総務省統計局「就業構造基本調査」より作成（平成14年） 
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出所：総務省統計局「労働力調査」（平成17年） 
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・
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し
て
お
り
、
ま
た
、
介
護
や
夫
の
転
勤
等
、
家

庭
の
事
情
に
よ
り
就
業
を
中
断
す
る
女
性
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す（
図
表
２
）。
こ
う
し
た
女
性

に
対
し
、
希
望
に
沿
っ
た
再
就
職
等
の
実
現

等
、
魅
力
あ
る
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
道
を
開
く
こ

と
は
重
要
で
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
、
就
業
中
断
期
が
存
在
す
る
こ
と
も
考
慮
し

た
能
力
開
発
・
生
涯
学
習
の
実
施
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
今
後
、　

・
非
就
業
者
（
就
業
中
断
中
の
女
性
）
の
現
状

や
ニ
ー
ズ
の
把
握

・
就
業
中
断
者
へ
の
能
力
開
発
機
会
の
提
供
、

再
就
職
後
の
能
力
発
揮
の
支
援

・
家
庭
で
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
活
用
や
柔
軟

な
時
間
設
定
、
身
近
な
場
所
で
の
開
催
、
託

児
場
所
に
配
慮
し
た
能
力
開
発
機
会
の
提
供

等
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

４　

子
育
て
や
地
域
活
動
経
験
等
を
い
か

し
た
職
業
能
力
開
発
の
実
施

　

子
育
て
等
で
い
っ
た
ん
離
職
し
た
女
性
の
中

に
は
、
家
事
や
育
児
に
専
念
し
て
い
た
こ
と
に

よ
り
社
会
参
加
に
対
す
る
自
信
を
喪
失
す
る
な

ど
、
子
育
て
期
の
女
性
に
特
有
の
事
情
が
存
在

す
る
こ
と
も
あ
り
、
離
職
期
間
が
２
年
以
上
の

長
期
に
な
る
と
、
専
門
技
術
・
知
識
等
が
大
き

く
低
下
し
た
と
感
じ
る
女
性
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
企
業
が
中
途
採
用
者
の
採
用
の

際
に
重
視
す
る
の
は
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
と
な
っ
て
い

ま
す
が
（
図
表
３
）、
子
育
て
や
地
域
活
動
経
験

等
に
対
し
て
、
従
来
は
必
ず
し
も
積
極
的
な
評

価
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
今
後
、

・
企
業
が
子
育
て
や
地
域
活
動
経
験
等
か
ら
培

わ
れ
た
能
力
（
注
）
を
職
業
能
力
と
し
て
積

極
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
、
判
定
方
法
等

の
検
討
や
情
報
提
供
の
実
施

（
注
）子
育
て
や
地
域
活
動
経
験
等
が
職
業

能
力
と
し
て
い
か
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、

家
事
や
子
育
て
、
介
護
関
連
の
商
品
開
発

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
地
域
活
動
で
得
た

知
識
や
人
脈
を
い
か
し
た
営
業
活
動
、
複

数
の
業
務
を
同
時
に
処
理
す
る
時
間
管
理

能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
企

業
の
行
う
社
会
貢
献
事
業
へ
の
参
画
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

・
培
わ
れ
た
能
力
を
認
識
、
評
価
し
、
職
業
能

力
に
つ
な
げ
る
女
性
本
人
の
意
識
啓
発（�
マ

イ
ン
ド
ア
ッ
プ
�）

等
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

５　

能
力
開
発
・
能
力
発
揮
の
意
欲
向
上

の
促
進

　

自
ら
の
能
力
を
開
発
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮

す
る
意
欲
を
高
め
る
に
は
、
能
力
開
発
・
能
力

発
揮
の
目
標
が
必
要
で
す
。
女
性
の
管
理
職
志

共同参画21　������
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司
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力 

接
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応 

能
力 

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算 

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作 

能
力 

部
下
の
統
率
な
ど 

マ
ネ
ー
ジ
メ
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ト 

能
力 

企
画
な
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プ
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ゼ
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テ
ー
シ
ョ
ン 

能
力 

そ
の
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英
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な
ど
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国
語 
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注）「中途採用を募集するとき採用にあたりどのような能力を重視しますか。（○は３つまで）」 
　　と聞いた問いに対する回答。 
注）回答企業は、全国の従業員規模30人以上の企業898社（無回答・無効回答を除く。） 
 
原資料：内閣府「企業の採用のあり方に関する調査」（2006年）により作成。 
出　所：内閣府国民生活白書（平成18年） 

図表３　中途採用者の採用の際に企業が重視するもの
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向
に
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
や
メ
ン
タ
ー
（
先
輩
の

助
言
者
）
の
存
在
が
影
響
し
て
い
ま
す
が
（
図

表
４
）、
現
実
に
は
、
管
理
職
に
昇
進
す
る
女
性

の
割
合
は
依
然
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
今
後
、

・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女
性
の
育
成
、
具
体

的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
、
メ
ン
タ
ー
制

度
の
導
入

・
女
性
の
長
期
的
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

支
援
す
る
情
報
提
供

等
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

６　

就
労
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
や
雇

用
形
態
に
中
立
的
な
能
力
開
発
機
会

の
提
供

　

子
育
て
等
に
よ
る
就
業
中
断
期
が
存

在
す
る
女
性
が
多
い
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
、
能
力
開
発
を
就
業
や
再
就
業
に

つ
な
げ
る
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
と
の
両
立
等
を
考

え
非
正
規
雇
用
者
と
し
て
働
く
女
性
も

多
く
い
ま
す
が
、
非
正
規
雇
用
者
の
O

f
f
―

J
T（
通
常
の
仕
事
を
一
時
的
に

離
れ
て
行
う
教
育
訓
練
・
研
修
）
経
験

比
率
は
正
規
雇
用
者
と
比
べ
て
低
く

な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
５
）。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
今
後
、

・
公
共
職
業
訓
練
や
社
会
教
育
施
設
等

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
方
公
共
団
体

等
と
の
連
携
の
推
進
、
大
学
等
の
教

育
機
関
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

実
施

・
非
正
規
雇
用
者
の
能
力
開
発
の
推
進

・
雇
用
保
険
の
加
入
状
況
に
中
立
的
な
能
力
開

発
機
会
の
確
保

等
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

共同参画21　������

43.1

55.9

45.7

36.1

37.6

56.9

44.1

54.3

63.9

62.4

いる いない 

26.6

37.0

28.9

20.9

29.6

73.4

63.0

71.1

79.1

70.4

0 20 40 60 80 100（%） 0 20 40 60 80 100（%） 

ロールモデルの存在 メンターの存在 

女性全体（n=3090） 

管理職積極派  （n=665） 

管理職受容派  （n=869） 

管理職志向なし（n=1556） 

男性全体  （n=927） 

出所：リクルート「働く女性の管理職志向と企業選びの視点調査」（平成18年） 

図表４　管理職志向別のロールモデル・メンターの存在の有無

特集2　監視・影響調査機能の強化 

15.9

29.9

8.8

21.6

50.0

34.0

13.6

28.1

36.0

10.4

17.817.8

22.2

36.0

18.420.8

10.9

0

10

20

30

40

50

60

自営 正社員（役なし） 正社員（役あり） 非典型 

男性、40歳未満 
女性、40歳未満 
男性、40歳以上 
女性、40歳以上 

原資料：みずほ情報総研、経産省委託「働き方と学び方に関する調査」2005年 
出　所：「監視・影響調査専門調査会」（第9回）（平成18年5月15日） 
黒澤昌子氏資料「女性の能力開発の実態について」 

（%） 

図表５　過去１年間OffJT経験比率
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監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
―
言
葉
の
響

き
は
い
か
つ
い
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
を
下
支
え
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
男
女
共
同
参
画
会
議
の
下
に
現
在
四
つ
の

専
門
調
査
会
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
監
視
・
影

響
調
査
専
門
調
査
会
だ
。　

　
「
監
視
」
の
方
は
、
簡
単
に
言
え
ば
各
府
省
が

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
内
容
を
着
実
に
実
行
し
て
い
る
か
、
効
果
は

上
が
っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
調
査
検
討
を

行
う
こ
と
を
旨
と
す
る
。
一
方
「
影
響
調
査
」

は
国
や
自
治
体
の
施
策
が
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

か
、
あ
る
い
は
制
度
・
慣
行
が
性
に
中
立
的
か

ど
う
か
、
平
た
く
言
え
ば
男
女
ど
ち
ら
か
の
性

に
有
利
・
不
利
に
働
い
て
い
な
い
か
ど
う
か
な

ど
を
調
査
検
討
す
る
。

　

監
視
及
び
影
響
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
問

題
点
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
ど
う
改
善
す
れ
ば

い
い
か
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
検
討

し
、
必
要
あ
り
と
認
め
れ
ば
男
女
共
同
参
画
会

議
を
通
じ
て
そ
の
結
果
を
総
理
、
関
係
各
大
臣

に
報
告
し
、
意
見
を
述
べ
る
。
ざ
っ
と
こ
ん
な

感
じ
の
任
務
を
果
た
し
て
お
り
、
平
成　

年
４

１３

月
に
開
催
さ
れ
た
苦
情
処
理
・
監
視
専
門
調
査

会
の
第
１
回
会
合
で
当
時
の
福
田
内
閣
官
房
長

官
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

　
「
…（
男
女
共
同
参
画
会
議
の
下
に
あ
る
各
専

門
調
査
会
の
中
で
も
本
調
査
会
は
）
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め

に
、
具
体
的
な
成
果
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
得

る
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
国
の
施
策
全
般
に

わ
た
り
ま
し
て
検
討
を
加
え
る
と
い
う
極
め
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
」

　

こ
の
挨
拶
は
「
監
視
」
機
能
に
つ
い
て
触
れ

た
も
の
だ
が
、
拙
文
に
目
を
通
し
て
下
さ
っ
て

い
る
読
者
の
皆
さ
ん
は
こ
こ
で
、
新
た
に
登
場

し
た
「
苦
情
処
理
・
監
視
専
門
調
査
会
っ
て

何
？
」
と
い
う
疑
問
を
お
持
ち
に
な
る
に
違
い

な
い
。
実
は
平
成　

年
ま
で
は
監
視
と
影
響
調

１６

査
は
、
前
者
は
苦
情
処
理
・
監
視
専
門
調
査
会
、

後
者
は
影
響
調
査
専
門
調
査
会
と
し
て
別
々
に

機
能
し
て
い
た
。「
苦
情
処
理
」と
は
国
や
地
方

自
治
体
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画
関
連
施
策

に
関
す
る
苦
情
を
受
け
付
け
、
解
決
に
向
け
て

の
施
策
を
講
じ
る
も
の
だ
。
平
成　

年
７
月
に

１６

苦
情
処
理
・
監
視
専
門
調
査
会
と
影
響
調
査
専

門
調
査
会
を
統
合
し
、
現
在
の
監
視
・
影
響
調

査
専
門
調
査
会
が
発
足
す
る
。

　

で
は
「
苦
情
処
理
」
機
能
は
な
く
な
っ
た
の

か
と
言
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
苦
情
や
人

権
侵
害
の
訴
え
を
吸
い
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
は
国

を
は
じ
め
、
地
方
自
治
体
で
も
整
備
が
進
ん
で

お
り
、
監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
で
は
適

宜
、
進
捗
状
況
、
問
題
点
の
把
握
等
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
定

期
的
に
「
苦
情
処
理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
改
訂

版
を
刊
行
し
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
が
こ
の

問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い
い

共同参画21　������
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
下
支
え 

監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
の
活
動
状
況 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
下
支
え 

監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
の
活
動
状
況 

監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
会
長
　
実
践
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授 

鹿
嶋
　
敬 

監
視
・
影
響
調
査
機
能
の
強
化
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か
、
最
新
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

苦
情
処
理
・
監
視
専
門
調
査
会
、
影
響
調
査

専
門
調
査
会
と
分
離
し
て
い
た
時
代
（
平
成　
１３

年
４
月
か
ら　

年
７
月
）
か
ら
監
視
・
影
響
調

１６

査
専
門
調
査
会
へ
と
統
合
（
平
成　

年
７
月
）

１６

し
て
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
専
門
調
査
会

と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
、
男

女
共
同
参
画
会
議
で
の
意
見
決
定
や
報
告
書
等

の
公
表
を
行
っ
て
き
た
か
を
列
挙
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

《
苦
情
処
理
・
監
視
専
門
調
査
会
》

・
苦
情
処
理
関
係

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の

苦
情
及
び
人
権
侵
害
に
お
け
る
被
害
者
の
救
済

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

（
平
成　

年　

月
男
女
共
同
参
画
会
議
意
見
決
定
）

１４

１０

・
監
視
関
係

①
国
の
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性
の
参
画
の
促

進
、
女
性
国
家
公
務
員
の
採
用
・
登
用
等
の

促
進
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
策
の
実

施
状
況
に
関
す
る
調
査
検
討
（
同
平
成　

年
１４

７
月
）

②
男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
情
報
の
収
集
・

整
備
・
提
供
に
関
す
る
調
査
検
討
（
同
平
成

　

年
７
月
）

１５
③
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
政
府
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
推
進
に
関
す
る
調
査
検

討
（
同
平
成　

年
４
月
）

１６

④
国
際
規
範
・
基
準
の
国
内
へ
の
取
り
入
れ
・

浸
透
に
関
す
る
調
査
検
討
（
同
平
成　

年
７

１６

月
）

《
影
響
調
査
専
門
調
査
会
》

１
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
と
税
制
・
社
会

保
障
制
度
・
雇
用
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
報

告（
平
成　

年
１
月
男
女
共
同
参
画
会
議
報
告
）

１５

２
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
と
雇
用
・
就
業

に
関
す
る
制
度
・
慣
行
」
に
つ
い
て
の
報
告

（
同
平
成　

年
７
月
）

１６

《
監
視
・
影
響
調
査
専
門
調
査
会
》

・
監
視
関
係

　

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
審
議

会
等
の
委
員
に
つ
い
て
の
国
の
法
令
に
基
づ
く

職
務
指
定
に
関
す
る
調
査
検
討
（
平
成　

年　
１８

１０

月
男
女
共
同
参
画
会
議
意
見
決
定
）

・
影
響
調
査
関
係

　
「
影
響
調
査
事
例
研
究
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
都
道
府
県
・
政
令
都
市
等
取
組

事
例
集
」（
平
成　

年
５
月
男
女
共
同
参

１７

画
会
議
報
告
）

・
監
視
・
影
響
調
査
関
係

　

多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
能
力
開

発
・
生
涯
学
習
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
の
調
査
検
討
（
平
成　

年
３
月
公
表
）

１９

　

駆
け
足
で
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
を
振
り

返
っ
て
み
た
。
列
挙
は
し
な
か
っ
た
が
、
①
や

②
に
関
し
て
は
そ
の
後
の
実
施
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
実
施

し
た
「
能
力
開
発
・
生
涯
学
習
に
関
す
る
…
調

査
検
討
」
は
監
視
と
影
響
調
査
を
同
時
に
行
う

初
の
ケ
ー
ス
と
な
る
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
は　

世
紀
の
最

２１

重
要
課
題
と
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
は
う

た
う
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
で
終
わ
ら
な
い
た
め

に
も
国
等
の
施
策
を
監
視
し
、
か
つ
影
響
調
査

と
い
う
名
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
主
流
化
を
図
る
、
す
な
わ
ち
男
女
共
同
参
画

の
視
点
を
施
策
、
計
画
に
着
実
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

共同参画21　������

特集2　監視・影響調査機能の強化 

かしま・たかし
日本経済新聞社記者として、永年、女性
労働問題などを取材。編集局生活家庭部
長、編集局次長兼文化部長、編集委員、
論説委員等を経て、平成１７年より実践女
子大学人間社会学部教授。男女共同参画
会議議員も努める。著者に、『雇用破壊
　非正社員という生き方』『男女共同参画
の時代』『男女摩擦』（いずれも岩波書店）
など。
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第
２
節　
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
と

　
　
　
　

中
間
年
世
界
会
議
の
開
催

　

第
１　

国
連
の
動
き

　

国
連
は
、
昭
和　

年
（
1
9
7
6
年
）
か
ら

５１

昭
和　

年
（
1
9
8
5
年
）
ま
で
、「
国
連
婦
人

６０

の
十
年
」
と
し
た
。

　

昭
和　

年
（
1
9
7
9
年
）　

月
、
国
際
連

54

１２

合　

回
総
会
で
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

３４
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
女
子

差
別
撤
廃
条
約
」
と
い
う
。）
が
採
決
さ
れ
た

（
賛
成
１
３
０
（
含
む
日
本
）
反
対
０
棄
権　

）。

１１

　

昭
和　

年
（
1
9
8
0
年
）
７
月
に
、
国
連

50

は
、「
国
連
婦
人
の
十
年
」
中
間
年
世
界
会
議
を

デ
ン
マ
ー
ク
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
し

た
。
こ
こ
で
は
、「
国
連
婦
人
の
十
年
後
半
期

行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
開
催
中
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約

の
署
名
式
が
行
わ
れ
、
わ
が
国
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
を
含
む　

カ
国
が
署
名
し
た
。

58

　

第
２　

国
内
の
動
き

１　

国
内
行
動
計
画
の
策
定

　

婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
は
、
昭
和　

年
1

52

月
、
昭
和　

年
の
世
界
行
動
計
画
を
受
け
て
我

50

が
国
初
の
「
国
内
行
動
計
画
」
を
本
部
決
定
す

る
と
と
も
に
閣
議
に
報
告
し
た
。

共同参画21　������

　

男
女
共
同
参
画
行
政

　
　

年
の
歩
み

３０

　
   
第
２
回  
国
際
婦
人
年
及
び
「
国
連
婦
人
の
十
年
」　
（２）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員　

名
取
は
に
わ
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�
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第
１
章

国
際
婦
人
年
（
昭
和　

年
）

５０

及
び
「
国
連
婦
人
の
十
年
」（
昭
和　

年
か
ら　

年
）

５１

６０
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本
計
画
の
構
成
は
、
Ⅰ
基
本
的
考
え
方
、
Ⅱ

施
策
の
基
本
的
方
向
と
具
体
的
施
策
、
Ⅲ
計
画

の
推
進
と
、
3
部
構
成
で
あ
る
。

　

Ⅰ
基
本
的
考
え
方
に
は
、「
婦
人
の
能
力
、
適

性
に
対
す
る
偏
見
や
固
定
的
な
男
女
の
役
割
分

担
意
識
が
ま
だ
根
強
」
い
が
、「
婦
人
が
生
涯
の

生
き
方
を
主
体
性
を
も
っ
て
選
択
、
設
計
し
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
自
己
の
実
現
と
社
会
の
進

歩
の
た
め
に
生
か
す
こ
と
は
、
婦
人
自
身
の
人

格
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
国
民
全
体
の
福
祉
の

向
上
に
と
っ
て
欠
く
事
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は　

年
間
、
脈
々
と
続
い
て
き
た
大

３０

き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
の
３
部
構
成
も
今
に

至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

上
記
Ⅱ
に
お
い
て
「
法
制
上
の
婦
人
の
地
位

の
向
上
」
等
、
5
項
目
を
課
題
と
し
て
、　

年
10

間
総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

Ⅱ
に
含
ま
れ
る
項
目
は
、
そ
の
後
の　

年
30

間
、
次
々
と
大
き
く
範
囲
を
広
げ
、
内
容
も
格

段
に
充
実
し
て
き
て
い
る
。

２　

審
議
会
委
員
の
女
性
の
登
用
目
標
の
設
定

　

昭
和　

年
６
月
、
本
部
は
「
婦
人
の
政
策
決

５２

定
参
加
を
促
進
す
る
特
別
活
動
推
進
要
綱
」
を

決
定
し
た
。
国
の
審
議
会
委
員
の
女
性
比
率
に

つ
い
て
、
当
時
約
３
％
の
も
の
を
お
お
む
ね
昭

和　

年
ご
ろ
ま
で
に　

％
程
度
目
指
す
と
さ
れ

５５

１０

た
。
今
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
、
積
極
的
改

善
措
置
の
う
ち
の
ゴ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
方
式
で
あ
り
、
画
期
的
な
施
策
で

あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
昭
和　

年
に
は
4
・

５５

1
％
と
、
目
標
に
届
か
な
か
っ
た
が
、
後
述
す

る
「
国
内
行
動
計
画
」
後
期
重
点
目
標
に
お
い

て
、
引
き
続
き　

％
を
目
標
と
し
て
実
施
す
る

10

こ
と
と
な
っ
た
。

　

目
標
を
目
指
し
て
定
期
的
に
調
査
し
、
結
果

を
本
部
に
報
告
し
、
一
般
に
公
表
し
、
阻
害
要

因
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
第
に
効
果
を

上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
当
時
も
今
も
阻

害
要
因
は
、
①
女
性
の
人
材
が
居
な
い
。
②
推

薦
団
体
が
女
性
を
推
薦
し
な
い
。
③
ポ
ス
ト
指

定
の
場
合
、
役
職
に
女
性
が
居
な
い
。
以
上
、

３
点
で
あ
り
、
阻
害
要
因
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

対
処
の
方
法
も
分
か
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
平
成　

年
９
月
末
現

18

在　

・
３
％
に
達
し
た
。
現
在
は
「
平
成　

31

32

（
西
暦
2
0
2
0
）
年
ま
で
に
、
男
女
い
ず
れ
か

一
方
の
委
員
の
数
が
、
委
員
総
数
の　

分
の
４

10

未
満
と
な
ら
な
い
状
態
を
達
成
す
る
」
と
い
う

最
終
目
標
を
目
指
し
て
い
る
。

３　
「
国
内
行
動
計
画
後
期
重
点
目
標
」
策
定

　

昭
和　

年
５
月
、
本
部
は
、「
国
連
婦
人
の
十

５６

共同参画21　������

� ����������������������
男女共同参画行政�３０年の歩み

婦人委員の
比率　（％）

婦人委員数
（人）

委員数
（人）

婦人委員を
含む審議会
の比率（％）

婦人委員を
含む審議会
数

委員が任命
されている
審議会数

調査時点

2.41335,43630.873237昭和50年１月１日
2.61465,55530.973236昭和51年６月30日
2.81515,46833.377231昭和52年４月１日
3.51714,82641.887208昭和53年６月１日
4.01834,53745.791199昭和54年６月20日
4.11864,50446.292199昭和55年６月１日
4.31974,60849.8100201昭和56年６月１日
4.32004,63249.8100201昭和57年６月１日
4.92224,57553.7108201昭和58年６月１日
5.22424,64254.9112204昭和59年６月１日
5.52554,66455.3114206昭和60年６月１日

審議会等における婦人の参加状況の推移

資料出所：総理府調べ
（注）国家行政組織法第８条に基づく国の審議会等を対象に、総理府が調査した（ただし、地方支分部局に置かれ

ている審議会等を除く）。
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年
後
半
期
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
及
び
わ
が
国
の

女
子
差
別
撤
廃
条
約
署
名
と
い
う
状
況
を
受
け

て
、
婦
人
に
関
す
る
施
策
の
推
進
の
た
め
の

「
国
内
行
動
計
画
」後
期
重
点
目
標
を
本
部
決
定

し
、
閣
議
報
告
し
た
。

第
３
節　

女
子
差
別
撤
廃
条
約

　

第
１　

女
子
差
別
撤
廃
条
約
の

　
　
　
　

採
択
及
び
発
効

　

１
９
７
９
年
（
昭
和　

年
）
採
択
さ
れ
た
女

５４

子
差
別
撤
廃
条
約
は
、
１
９
８
１
年
（
昭
和　
５６

年
）
９
月
発
効
し
た
。（　

番
目
の
締
約
国
（
セ

２０

ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
及
び
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
諸

島
）
の
加
入
書
寄
託
日
か
ら　

日
）

３０

　

第
２　

女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
特
徴

　

前
文
と　

か
条
か
ら
成
り
、
政
治
的
、
経
済

３０

的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
市
民
的
そ
の
他
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
平
等
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

法
令
上
だ
け
で
な
く
、
事
実
上
、
慣
行
上
の
差

別
も
差
別
に
含
ま
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。 

　

第
３　

国
内
法
整
備

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
憲
法
に
よ
り
、
条
約
遵

守
義
務
が
定
め
ら
れ
、
条
約
は
国
内
法
に
優
先

す
る
。
条
約
に
抵
触
す
る
国
内
法
は
、
あ
ら
か

じ
め
改
正
し
た
上
で
、
国
際
法
を
受
け
入
れ
る

の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

　

女
子
差
別
撤
廃
条
約
は
、
対
象
範
囲
が
広
い

条
約
で
あ
り
、
国
籍
法
の
父
系
血
統
主
義
、
雇

用
の
分
野
に
男
女
の
均
等
等
を
確
保
す
る
法
律

の
不
備
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
家
庭
科
が
女

子
の
み
必
修
の
３
つ
が
抵
触
す
る
と
言
わ
れ
て

い
た
。
い
ず
れ
も
な
か
な
か
の
難
題
で
あ
っ
た

た
め
、
当
初
政
府
は
条
約
の
署
名
式
に
参
加
す

る
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

国
際
婦
人
年
連
絡
会
な
ど
女
性
団
体
の
要
望
が

大
変
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
９
８
０
年
の

署
名
式
に
、
わ
が
国
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
年
6
月
、
本

部
は
「
婦
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別

の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」
に
つ
い
て
、「
批
准
の

た
め
、
国
内
法
制
等
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。」
と
、
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
後

期
重
点
目
標
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
。

１　

国
籍
法
の
改
正

　

当
時
、
わ
が
国
の
国
籍
法
は
父
系
血
統
主
義

で
あ
っ
た
の
で
、
昭
和　

年
5
月
、
父
母
両
系

59

主
義
に
改
正
さ
れ
、
昭
和　

年
1
月
1
日
に
施

60

行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
は
、
出
生
時
に

父
又
は
母
の
い
ず
れ
か
が
日
本
国
民
で
あ
れ
ば

日
本
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た

２　

雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定（「
雇
用
の
分
野

に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確

保
等
女
子
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
法

律
」（
以
下
「
雇
用
機
会
均
等
法
」
と
い
う
。）

（
昭
和　

年
６
月
１
日
公
布
、　

年
４
月
１
日

６０

６１

施
行
）

　

勤
労
婦
人
福
祉
法
を
、
法
律
名
も
含
め
て
抜

本
的
に
改
正
し
、
企
業
の
募
集
、
採
用
か
ら
定

年
、
退
職
、
解
雇
に
至
る
雇
用
管
理
に
お
い
て
、

男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業
主
の
講
ず
る
措
置
を
定
め

た
。

　

そ
れ
と
と
も
に
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正

し
、
一
部
の
女
子
の
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、

深
夜
勤
務
に
つ
い
て
も
規
制
を
廃
止
又
は
緩
和

し
た
。

３　

家
庭
科
教
育

　

中
学
校
に
お
い
て
は
昭
和　

年
の
学
習
指
導

５６

要
領
で
「
男
子
向
き
」「
女
子
向
き
」
の
区
分
を

や
め
た
が
、
高
等
学
校
の
「
家
庭
一
般
」
は
女

子
の
み
必
修
で
あ
っ
た
。
昭
和　

年　

月
文
部

５９

１２

共同参画21　������
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省
「
家
庭
科
教
育
に
関
す
る
検
討
会
議
」
は
男

女
共
「
選
択
必
修
」
を
適
当
と
す
る
報
告
が
出

さ
れ
た
。

　

第
４　

昭
和　

年
６
月
（
１
９
８
５
年
）

６０

　
　
　
　

女
子
差
別
撤
廃
条
約
批
准

　

昭
和　

年
６
月
、
同
条
約
を
批
准
し
、
同
年

６０

７
月　

日
、
同
条
約
は
わ
が
国
に
つ
い
て
発
効

２５

し
た
。
後
述
す
る
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
ナ
イ

ロ
ビ
世
界
会
議
の
開
会
前
に
、
わ
が
国
は
批
准

し
、
７
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
開
会
中
に
、

１５

２６

発
効
す
る
と
い
う
劇
的
な
展
開
と
な
っ
た
。

第
５
節 
「
国
連
婦
人
の
十
年
」

　
　
　
　

ナ
イ
ロ
ビ
世
界
会
議
の
開
催

　

第
１　

昭
和　

年
（
１
９
８
４
年
）

５９

　
　
　
　

エ
ス
カ
ッ
プ
東
京
大
会

　

国
連
の
地
域
経
済
社
会
理
事
会
の
主
催
に
よ

り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
、
西
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
５

地
域
に
お
い
て
、
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
会
議
に
向
け

て
準
備
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和　

年
（
１
９
８
４
年
）
３
月
、
東
京
に

５９

お
い
て
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
―
平
等
・
開
発
・

平
和
―
の
成
果
を
検
討
し
評
価
す
る
た
め
の
世

界
会
議
の
た
め
の
エ
ス
カ
ッ
プ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
社
会
委
員
会
）
地
域
政
府
準
備
会
議
を

開
催
し
た
。

　

政
府
間
会
議
で
あ
っ
た
が
、
各
国
か
ら
Ｎ
Ｇ

Ｏ
も
多
数
参
加
し
、
わ
が
国
は
政
府
と
国
際
婦

人
年
連
絡
会
な
ど
の
女
性
団
体
が
協
力
し
な
が

ら
、
会
議
を
盛
り
上
げ
た
。

　

個
人
的
な
思
出
だ
が
、
エ
ス
カ
ッ
プ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

交
流
会
に
お
い
て
東
京
音
頭
を
ア
ジ
ア
の
人
々

と
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。

　

第
２　
「
国
連
婦
人
の
十
年
」

　
　
　
　

ナ
イ
ロ
ビ
世
界
会
議
の
開
催

　
　
　
　
 

　

昭
和　

年
（
１
９
８
５
年
）
７
月
、
国
連
は
、

６０

「
国
連
婦
人
の
十
年
」最
終
年
で
あ
る
昭
和　

年
60

に
十
年
間
の
成
果
の
検
討
と
評
価
の
た
め
、

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
会
議
（
西

暦
２
０
０
０
年
に
向
け
て
の
）
を
開
催
し
た
。

「
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
の
将
来
戦
略
」
が
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
採
択
後
、

（
昭
和　

年
７
月
）

６０

「
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ
イ
ロ
ビ
将
来

戦
略
」
と
名
称
を
付
さ
れ
、
同
年　

月
の
国
連

１２

総
会
で
支
持
さ
れ
た
。

　
「
将
来
戦
略
」
は
、「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の

目
標
達
成
の
た
め
、
世
界
行
動
計
画
の
趣
旨
を

西
暦
２
０
０
０
年
ま
で
延
長
さ
せ
、
各
国
等
が

国
内
経
済
、
婦
人
問
題
の
実
情
に
応
じ
て
効
果

的
措
置
を
採
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ

る
。

共同参画21　������
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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
、
取
り
組
む
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

Ⅰ
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
て
い
る
ク
ラ
ラ
オ

ン
ラ
イ
ン
の
家
本
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

は
じ
め
に

　

私
た
ち
の
会
社
で
は「
行
動
」、「
信
念
」、「
組

織
」
と
い
う
３
つ
の
価
値
観
の
う
ち
「
組
織
」

を
重
視
し
、
家
族
の
よ
う
に
お
互
い
を
尊
重
し

助
け
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
だ
ん

だ
ん
人
数
が
ふ
え
て
く
る
中
で
、
例
え
我
々
が

１
万
人
、
５
万
人
の
会
社
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
こ
こ
の
気
持
ち
を
ち
ょ
っ
と
忘
れ
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
人
材
確
保

　

我
々
は
、
名
古
屋
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
始
め
た

の
で
す
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
た
ま

た
ま
、
外
国
人
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
）
を
１
人
、

お
願
い
し
て
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
が
で
き
る
人

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
う
ま
く
い
っ
た

の
で
、
次
に
フ
ラ
ン
ス
人
、
中
国
人
、
マ
レ
ー

シ
ア
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
い
っ
た
感
じ

で
、
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
き
、
現
在
は
、
ち
ょ

う
ど
半
分
ぐ
ら
い
が
外
国
籍
の
社
員
と
な
っ
て

い
る
よ
う
な
会
社
で
す
。

　

日
本
籍
か
外
国
籍
か
と
い
う
の
は
外
側
の
問

題
で
あ
り
、
人
間
の
中
身
の
問
題
じ
ゃ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
取
り
組
む
と
き
も
、
例
え
ば
、
育
休
や
、

産
休
を
取
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
そ
れ
自
身
が

そ
の
人
の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

だ
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
優
秀
な
人

が
、
出
世
の
コ
ー
ス
に
乗
っ
て
い
る
の
に
、
例

え
ば
育
休
に
よ
っ
て
出
世
が
止
ま
る
、
ス
ピ
ー

ド
が
落
ち
て
し
ま
う
、
と
い
う
話
で
は
や
は
り

お
か
し
い
と
思
っ
て
い
て
、
と
に
か
く
人
間
の

中
側
を
、
内
側
を
見
よ
う
、
本
質
を
見
よ
う
と

会
社
全
体
が
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い

ま
す
。
障
害
の
有
無
、
男
性
、
女
性
、
年
齢
、

社
会
の
経
験
が
ど
う
と
い
う
話
は
基
本
的
に
外

側
の
話
、
一
番
大
切
な
の
は
そ
の
人
間
の
中
身

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
籍
、
外
国
籍
、
男
性
、
女
性
、
年
齢

と
多
様
な
状
況
で
、
そ
の
人
自
身
が
何
が
で
き

る
の
か
、
何
が
し
た
い
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う

い
う
ふ
う
に
仕
事
し
た
い
の
か
。
会
社
の
中
で

そ
れ
が
ト
ー
タ
ル
的
に
見
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
経
営
側
の
役
目
な

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
固
定
観
念

で
決
め
つ
け
し
ま
う
の
を
や
め
よ
う
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・ 

バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
考
え

　

ま
ず
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
の

共同参画21　������
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は
、
経
営
戦
略
の
視
点
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。経
営
戦
略
と
離
れ
て
い
て
は

だ
め
で
、
従
業
員
を
大
切
に
し
な
い
経
営
戦
略

な
ら
ば
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
基
本
的

に
多
分
全
く
逆
を
向
い
て
い
る
は
ず
で
す
。一
般

的
な
組
織
で
、
従
業
員
を
大
切
に
し
な
い
な
ん

て
い
う
ふ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
会
社
は
な
い

と
は
思
う
の
で
す
が
、
し
か
し
そ
の
重
み
と
い
う

の
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

経
営
戦
略
の
視
点
か
ら
、「
売
上
高
」「
お
客

様
満
足
度
」
も
大
切
で
す
。
で
も
、
こ
の
２
つ

を
作
り
出
す
の
は
何
だ
ろ
う
と
言
う
と
、
や
は

り
「
従
業
員
の
満
足
度
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
に

当
た
り
、
私
た
ち
が
一
番
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
の
は
、
従
業
員
の
離
職
率
の
低
下
で
す
。

こ
れ
は
も
う
明
ら
か
に
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
対
し
て
ど
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

く
か
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
で
、
別
に
経
営
者
が
従
業
員
に
対
し

て
迎
合
す
る
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
仕
事
と

生
活
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
互

い
に
考
え
ま
し
ょ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
、
今
は
バ
リ
バ
リ
仕
事

し
て
経
験
を
積
み
た
い
、
勉
強
し
た
い
と
い
う

人
も
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を
全
部
ま

と
め
て
、
あ
な
た
に
と
っ
て
一
番
い
い
働
き

方
っ
て
何
で
し
ょ
う
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の

考
え
方
、
経
営
戦
略
の
考
え
方
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
と
一
緒

に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組

み
を
ず
っ
と
や
っ
て
お
り
ま
す
。
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
と
い
う
の
は
、
東
京
都
内
で
病
児
保
育
を
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
で
、
非
常
に
積
極
的
に

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
た
の
は
、
や
は
り
会
社
は
会
社
的

な
考
え
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

は
こ
ん
な
制
度
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
何
か

大
き
い
も
の
を
掲
げ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
間
に
入
っ
て
も
ら
う

と
、
そ
う
い
う
の
は
現
実
的
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
助
言
を
も
ら
っ
た
り
、
あ
る
い
は
従

業
員
の
意
見
を
聞
く
と
き
に
、
直
接
会
社
に
は

や
っ
ぱ
り
な
か
な
か
言
い
に
く
い
だ
ろ
う
か

ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
か
調
査
と
か
全
部
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
か
な

り
、
本
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら
い
い
か
と
い

う
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
し
、
間
違
っ
て
い
な

共同参画21　������
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い
方
向
に
ち
ゃ
ん
と
進
め
る
と
い
う
意
味
で
、

企
業
活
動
の
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
入
っ
て
も
ら
う
と

い
う
の
は
、
特
に
他
社
の
ケ
ー
ス
を
知
ら
な
い

中
小
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
貴

重
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・ 

バ
ラ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み

　

で
き
る
こ
と
か
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
ポ
リ

シ
ー
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
も
う
中
小
と
か
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
、
逆
に
言
う
と

そ
れ
が
本
当
の
姿
だ
し
、
そ
う
や
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
は
そ
こ
か

ら
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
イ
コ
ー
ル
育

児
支
援
だ
と
思
っ
て
い
る
人
間
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
独
身
の
社
員
、
子
育
て
が
終
わ
っ
た
社

員
に
と
っ
て
何
が
関
係
す
る
の
っ
て
い
う
話
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
資
格
取

得
の
た
め
の
費
用
負
担
、
外
国
籍
の
従
業
員
の

た
め
の
、
一
時
帰
国
費
用
負
担
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
朝
型
の
人
間
と
夜
型
の
人
間
と
い

ろ
ん
な
人
間
が
い
ま
す
か
ら
働
き
方
や
シ
フ
ト

を
、
こ
れ
も
ト
ー
タ
ル
で
う
ま
く
い
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
自
分
の
働
き
や
す
い
時

間
帯
、
税
理
士
、
司
法
書
士
や
行
政
書
士
等
の

勉
強
を
夜
間
に
通
お
う
と
し
て
い
る
人
は
、
仕

事
を
早
く
出
て
き
て
早
く
切
り
上
げ
る
よ
う
に

と
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
方
法

で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
し
、e
-learn

in
g

の
費
用
の
補
助
、
子
供
連
れ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
し
て
も
い
い
よ
と
い
う
ル
ー
ル
も
あ
り

ま
す
。フ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
病
児
保
育
を
頼
む
と
き

は
会
社
が
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
。我
々
も
で

き
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
み
よ
う
と
。お
金
も
そ
ん

な
に
出
せ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
払
え
る

範
囲
で
最
大
限
、
本
人
の
負
担
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
に
と
い
う
考
え
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
そ
う
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
中
小

と
か
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
企
業
と
い
う
の
は
融
通
が

利
き
ま
す
か
ら
、
中
小
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
い
い

と
こ
ろ
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
進
と
し
て
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
い
う
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る

私
た
ち
の
会
社
の
従
業
員
の
声
と
か
経
営
者
の

本
音
と
か
、
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て

い
ま
す
。
大
体
年
末
の
時
期
に
な
る
と
卒
業
論

文
と
か
の
ネ
タ
探
し
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
見

に
来
た
り
、
高
校
生
と
か
大
学
生
と
か
、
あ
と

は
高
専
生
と
か
。
以
前
に
比
べ
て
問
い
合
わ
せ

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
題
材
に
し
て
、
卒
業
論
文
を
書
こ

う
と
い
う
大
学
生
が
増
え
て
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・ 

バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
理
解

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
か
、

「
無
駄
だ
と
思
う
」
と
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思

う
人
間
も
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
か

に
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
人
を
少
な
く
す
る
か

が
当
然
重
要
な
目
標
で
す
。
み
ん
な
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
組
ん
で
い
る
こ

と
を
理
解
し
、
か
つ
本
当
に
そ
れ
が
社
員
に
は

き
ち
ん
と
届
い
て
い
て
、
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
が
最
初
の
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
関
係
な
く
て
、
む
だ
だ
と
思
っ
て
い

る
社
員
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
思
い
き
り
働

き
た
い
と
い
う
人
た
ち
で
す
。
特
に
、
仕
事
の

し
わ
寄
せ
を
受
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考

え
を
持
つ
人
間
が
多
く
、
事
実
、
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
が
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
し
、
ど

う
し
て
も
確
か
に
仕
事
が
偏
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
に
対
し
て
何
を
す
る

の
か
と
い
う
の
は
結
構
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
の
取

共同参画21　������
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り
組
み
へ
の
評
価
で
、「
悪
い
」、「
と
て
も
悪

い
」、
と
て
も
悪
い
っ
て
い
う
の
は
ど
の
よ
う

な
の
か
と
い
う
の
は
、
直
属
の
技
術
系
の
社
員

だ
っ
た
の
で
す
が
、
代
わ
り
が
な
か
な
か
利
か

な
い
と
か
、
５
年
以
上
も
勤
務
し
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
な
人
だ
と
、
仕
事
を
抜
け
ら
れ
る
と

き
つ
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
自
分
は
関
係
な
い

と
か
、
む
し
ろ
被
害
者
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
る
社
員
が
い
る
の
だ
っ
た
ら
逆
効
果
な
の

で
、
そ
こ
は
一
つ
一
つ
問
題
を
明
ら
か
に
し
て

い
こ
う
と
や
っ
て
い
ま
す
。

利
害
関
係
者
の
評
価

　

私
た
ち
が
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
つ
ま
ず
き

が
な
く
て
来
ら
れ
て
い
る
の
は
、
株
主
と
か
金

融
機
関
と
か
取
引
先
、
特
に
取
引
先
が
、
本
当

に
皆
さ
ん
こ
れ
に
対
し
て
理
解
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
利
害
関
係
者
に
理
解
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
と
い
う
こ
と
が
、
採
用
に
は
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
、
あ
る
い
は
離
職
率
が
と
て

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
と
言
っ
て
も
、
銀
行

と
か
担
当
者
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
関
係
な
い

と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
こ
を
関
係
な
く
あ
り
ま
せ
ん
と
、
私
た
ち
は

ち
ゃ
ん
と
業
績
は
、
年
間
で
1
8
0
％
か
ら
1

9
0
％
ぐ
ら
い
成
長
し
て
い
ま
す
し
、
会
社
の

利
益
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
と
。
し
か
も
、
長
期

的
に
見
た
と
き
に
優
秀
な
人
材
が
抜
け
る
こ
と

の
方
が
ず
っ
と
む
し
ろ
ロ
ス
で
、
我
々
が
こ
う

い
う
ふ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
優
秀
な
従
業
員
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
い
て

く
れ
て
い
る
か
ら
、
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
も
計
量
的
に
説
明
で
き
な
い
と
、
特
に
銀

行
と
か
株
主
か
ら
、
確
か
に
社
会
的
な
意
義
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
本
当
に
必
要
か
と
い

う
ふ
う
に
言
わ
れ
る
と
、
そ
こ
を
い
か
に
巻
き
込

め
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
と
て
も
中
小
と
か
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
企
業
で
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

課
題
と
し
て
何
が
残
っ
て
い
る
か
と
言
う

と
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
問
題
が
残
っ
て

い
ま
す
。
と
て
も
こ
れ
は
大
き
い
問
題
で
、
昔

失
敗
し
た
考
え
方
と
い
う
の
は
、
短
期
的
に
目

の
前
の
人
の
補
充
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
長
期
的
に
そ
の
仕
事
の
中
身
を
共
有
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
が
大
切
で
す
。
一
般
的
に
、
小

さ
い
企
業
規
模
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
社
員
数
、

人
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
悲
痛
で
す
。
自

分
だ
け
が
そ
の
情
報
を
握
っ
て
い
る
か
ら
偉
い

と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ち
ょ
っ
と
日
本
に
は

多
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
、
そ
う
い
う
の
は
変

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
独
身
の
社
員
と
子
育
て
が
終

わ
っ
た
世
代
の
社
員
に
対
し
て
ど
う
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
る
か
。
こ
れ
は
非
常
に
重

要
で
、
と
に
か
く
経
営
者
は
そ
こ
を
無
視
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
言
い
続
け
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
取
り
組
み
は
継
続
的
に
や
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
や
っ
て

支
援
で
き
る
か
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ

は
社
会
的
な
熱
も
必
要
だ
し
、
一
過
性
で
終

わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
長

期
的
な
取
り
組
み
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
、
国
が
、
１
年
や
２
年
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
じ
ゃ
な
く
て
、　

年
ぐ
ら
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

20

や
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
日
本
籍
以
外
の
人

が
働
く
ケ
ー
ス
が
こ
れ
か
ら
ふ
え
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
人
間
の
何
を
見

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
企
業
は
考
え
直
し
始

め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
の
採
用
と

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
話
を
両
方
申

し
上
げ
た
の
は
、
こ
れ
は
全
部
リ
ン
ク
し
て
い

る
話
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
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1　

検
討
の
経
緯
等

　

男
女
共
同
参
画
会
議
女
性
に
対
す
る
暴
力
に

関
す
る
専
門
調
査
会
（
会
長
／
岩
井
宜
子
専
修

大
学
法
科
大
学
院
教
授
・
副
院
長
）
で
は
、
配

偶
者
暴
力
防
止
法
の
附
則
に
「
施
行
後
３
年
を

目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
等
を
勘

案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
平
成

　

年
６
月
以
降
、
計
８
回
の
会
合
を
開
催
し
、

１８ヒ
ア
リ
ン
グ
、
各
種
調
査
、
国
民
か
ら
の
意
見

募
集
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
配
偶
者
暴
力
防
止

法
及
び
関
連
す
る
施
策
に
関
す
る
課
題
を
把

握
・
整
理
し
て
、
平
成　

年
３
月
に
公
表
し
ま

１９

し
た
。
な
お
、
報
告
書
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
御
参
照
く

だ
さ
い
。

2　

現
状
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
状
況
と
し
て

は
、
相
談
件
数
の
増
加
（
図
１
）
や
保
護
命
令

発
令
件
数
の
増
加
（
図
２
）
が
み
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
被
害
者
の
親
族
や
支
援
者
が

加
害
者
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
た
事
案
や
、
保

護
命
令
発
令
中
に
加
害
者
が
被
害
者
の
居
場
所

を
突
き
止
め
て
殺
害
し
た
事
案
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
他
方
、
被
害
者
を
対
象
と
し
た
調
査
の

結
果
か
ら
、
多
く
の
被
害
者
が
加
害
者
か
ら
離

れ
て
生
活
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、
生
活
費
の

確
保
、
体
調
の
回
復
等
、
様
々
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

3　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
及
び
関
連

す
る
施
策
の
課
題

　

２
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
配
偶
者
暴
力

防
止
法
及
び
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
課
題

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

保
護
命
令
の
対
象
の
拡
大
等

（1）
　

①
保
護
命
令
の
対
象
と
な
る
暴
力
に
脅
迫
行

為
を
追
加

　

②
接
近
禁
止
命
令
に
よ
り
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
手
紙
、
メ
ー
ル
等
に
よ
る
接
触
を

禁
止

　

③
保
護
命
令
の
保
護
の
対
象
を
親
族
及
び
支

援
者
等
に
拡
大

　

④
保
護
命
令
を
発
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
通

知

　

被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
き
め
細
か
な

（2）
保
護
・
自
立
支
援
の
充
実

　

①
自
立
支
援
の
充
実
等
（
母
子
寡
婦
福
祉
資

金
の
貸
付
制
度
の
利
用
、
就
職
や
ア
パ
ー

ト
等
賃
借
の
際
の
身
元
保
証
人
等
）

　

②
自
立
支
援
の
た
め
の
調
整
機
能
の
充
実
及

び
関
係
機
関
の
連
携
・
協
力
の
強
化

共同参画21　������

11

「配偶者暴力防止法及び
関連する施策に関する
課題」について

女性に対する暴力に関する
専門調査会報告書

内閣府男女共同参画局推進課

Title:03連載3-研究ファイル.ec6 Page:26  Date: 2007/05/18 Fri 11:31:58



��

　

③
広
域
的
な
連
携

　

④
外
国
人
、
障
害
者
、
高
齢
者
で
あ
る
被
害

者
の
保
護
・
支
援

　

⑤
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実

　

⑥
被
害
者
の
安
全
の
確
保（
支
援
セ
ン
タ
ー
、

警
察
等
関
係
機
関
及
び
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

の
実
質
的
な
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築
等
）

　

加
害
者
に
対
す
る
対
策
の
充
実

（3）
　
　

加
害
者
更
生
の
た
め
の
指
導
等
の
実
施
に

向
け
た
調
査
検
討

　

支
援
体
制
の
充
実
等

（4）
　

①
婦
人
相
談
所
の
体
制
等
の
充
実

　

②
民
間
の
団
体
に
対
す
る
財
政
的
援
助
等
の

支
援

　

③
予
防
啓
発

　

な
お
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
５
月　

日
現
在
、
与
野
党
に
お
い
て

18

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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千
葉
県
で
は
、
女
性
も
男
性
も
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　

年
後
の
実
現
を
目
指
し
、
平
成　

年　

月
に

２０

１８

１２

新
た
な
「
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
計
画
（
第
２

次
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

白
紙
の
段
階
か
ら
官
民
協
働
に
よ
る
計
画
づ

く
り
を
行
い
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
県

民
が
日
常
生
活
の
場
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
実

情
に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
男
女
共
同
参
画

を
「
人
・
時
・
場
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
考
え
、

県
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
４
つ
の
目
標
、　

の
課
題
、　

の
施
策
の

１０

２９

方
向
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
分
野
と
し
て
、
防
災
分
野
へ

の
女
性
の
参
画
や
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
男

女
共
同
参
画
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

一
方
、「
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
」
を

目
指
す
「
千
葉
県
D
V
防
止
・
被
害
者
支
援
基

本
計
画
」を
平
成　

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

１８

　

こ
れ
ら
の
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
培
わ
れ
た

民
間
や
市
町
村
と
の
協
働
を
推
し
進
め
、
地
域

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
先
進
的
な
Ｄ
Ｖ
関
連
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。●

D
V
被
害
者
支
援
の
取
組
、
防
止
対
策

　

女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に　

時
間

２４

３
６
５
日
体
制
の
電
話
相
談
を
行
い
、
一
時
保

護
室　

室
を
整
備
し
て
、
万
全
の
体
制
で
被
害

２０

者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
分

野
の
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
た

め
、「
家
庭
等
に
お
け
る
暴
力
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
Ｄ
Ｖ
加
害
者
を
対
象
と
し
た
加
害
者

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大

学
生
を
中
心
と
す
る
「
D
V
を
考
え
る
若
者

フ
ォ
ー
ラ
ム 
i
n 
ち
ば
」
の
開
催
や
、
高
校
生

等
を
対
象
と
す

る
「
若
者
の
た

め
の
D
V
予
防

セ
ミ
ナ
ー
」
の

開
催
を
通
じ
、

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

理
解
の
促
進
と

予
防
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

●

ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
各

種
事
業
を
展
開
す
る
拠
点
と
し
て
「
ち
ば
県
民

共同参画21　������

DVを考える若者フォーラム in ちば

NOW
NOW
　
　

豊
か
で
活
力
あ
る

　
　

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

千
葉
県

　　

５
１
５
６ 

の
県
土
に
６
０
８
万
県
民
を
擁
す
る
本
県
は
、
本
州
の
一
番
東
に
位
置
し
、
四
方
を
海
と
川
に
囲
ま
れ

た
自
然
あ
ふ
れ
る
房
総
半
島
と
都
市
化
の
進
ん
だ
地
域
の
両
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
玄
関
口
で
あ
る
成
田
空
港
を
有
し
、
京
葉
臨
海
地
区
な
ど
の
先
進
工
業
地
域
と
、
首
都
圏
に
立
地
す
る
好
条

件
を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
県
と
し
て
、
豊
か
な
可
能
性
を
持
ち
、「
あ
す
の
ち
ば
を

拓
く　

の
ち
か
ら
〜
千
葉
主
権
の
確
立
」
に
よ
り
、
県
民
主
体
の
政
策
提
案
型
の
県
政
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１０
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共
生
セ
ン
タ
ー
」
及
び
そ
の
分
館
の
「
ち
ば
県

民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成

　

年
８
月
1
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

１８
　

両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
及
び
男
性
の
た
め

の
総
合
相
談
事
業
や
各
種
講
座
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
の
取
組
を
促
進
す
る
た
め

の
研
修
会
や
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
い
市
町
村
と

共
同
で
企
画
・
開
催
す
る
地
域
セ
ミ
ナ
ー
等
に

よ
る
市
町
村
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成　

年
度
か
ら
は
、
市
町
村
の
推
薦

１８

に
よ
り
委
嘱
し
た
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
員
が
、
県
内
５
地
域
に
お
い
て
地
域
特
性

を
踏
ま
え
た
事
業
を
企
画
・
立
案
し
、
両
セ
ン

タ
ー
と
市
町
村
と
の
連
携
の
も
と
に
講
座
の
開

催
等
の
広
報
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

事
業
所
と
の
連
携
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進

　

民
間
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
主
体
的
な

取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
男
女
が
共
同
し
て
参

画
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
積
極
的

に
貢
献
し
て
い
る
事
業
所
を
表
彰
す
る
「
千
葉

県
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
表
彰
」
を
平
成

　

年
度
に
設
け
、
受
賞
事
業
所
の
紹
介
を
行
う

１８と
共
に
各
種
情
報
を
提
供
す
る
事
業
所
向
け
広

報
誌
も
発
行
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
民

間
団
体
相
互
及

び
民
間
と
行
政

と
の
連
携
を
強

化
し
、
男
女
共

同
参
画
に
係
る

民
間
団
体
の
主

体
的
な
取
組
を

推
進
す
る
た
め

「
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
」
を

様
々
な
分
野
の　

団
体
の
参
加
に
よ
り
設
置
し

６８

ま
し
た
。

　

第
１
回
会
議
は
平
成　

年
２
月
８
日
に
開
催

１９

さ
れ
、
そ
の
席
上
で
行
わ
れ
た
推
進
事
業
所
表

彰
で
は
、
受
賞
し
た
７
事
業
所
（
知
事
賞
４
、

奨
励
賞
３
）
の
取
組
を
、
参
加
し
た
約
３
８
０

名
が
称
え
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
続
い
て
、
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ

ム
の
北
城
恪
太
郎
会
長
に
よ
る
「
男
女
共
同
参

画
の
推
進
と
企
業
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

●

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
苦
情
処
理
委
員
制
度

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
な
ど
の
趣
旨
に

則
り
、
県
民
な
ど
か
ら
申
出
の
あ
っ
た
苦
情

を
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
調
査
し
、
知
事
に

対
し
て
、
助
言
や
是
正
の
勧
告
を
行
う
た
め
、

弁
護
士
な
ど
３
名
に
よ
る
「
千
葉
県
男
女
共
同

参
画
苦
情
処
理
委
員
」
を
平
成　

年　

月
に
設

１８

１２

置
し
ま
し
た
。

  
相
談
業
務
を
行
う
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

を
申
出
窓
口
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
県

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

＊
＊
＊

　
「
女
性
も
男
性
も
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ

の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
個
性
を
認
め
合
え
る
社
会
、
そ
し
て
平
等
な

社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
県
民
や
民
間
団
体
、

市
町
村
等
と
協
働
し
て
男
女
共
同
参
画
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

（
総
合
企
画
部
男
女
共
同
参
画
課
）
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那
覇
市
の
男
女
共
同
参
画
の
取
組
は
、
昭
和

　

年
、
経
済
部
労
働
福
祉
課
に
勤
労
婦
人
担
当

51主
査
を
配
置
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

昭
和　

年
に
「
那
覇
市
女
性
行
動
計
画
」、
平

63

成　

年
に
「
第
2
次
那
覇
市
男
女
共
同
参
画
計

10
画
」
を
策
定
し
、
同
年
、
男
女
共
同
参
画
都
市

と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

●

「
那
覇
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
」と

「
第
3
次
那
覇
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
や
市
民
か
ら
の
意
見

募
集
な
ど
を
行
い
、
平
成　

年
、
那
覇
市
男
女

16

共
同
参
画
会
議
（
本
市
付
属
機
関
）
か
ら
那
覇

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
骨
子
案
）
の
答

申
を
受
け
、
平
成　

年
3
月
に
那
覇
市
男
女
共

17

同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
次
年
度

に
策
定
予
定
の
第
3
次
那
覇
市
男
女
共
同
参
画

計
画
は
、
条
例
に
基
づ
く
初
め
て
の
行
動
計
画

と
な
り
ま
す
。

●

 
拠
点
施
設

　

な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成　

年　

月
に

18

10

　

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。　

周
年
を
記
念
し

10

10

て
、
昨
年
9
月　

日
に
中
央
大
学
教
授
で
、
佐

29

賀
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長
の
広
岡
守
穂
先
生

を
お
招
き
し
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
演
会
は
、
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
活
動
し
て
い
る
「
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
利
用

者
連
絡
会
議
」
と
那
覇
市
が
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
協
働
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

皆
さ
ん
が
女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
積
極
的
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
し

て
、ま
た
、情

報
発
信
・
交

流
の
場
と
し

て
多
く
の
市

民
、
県
民
の

み
な
さ
ま
に

ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
よ

う
事
業
の
充

実
発
展
に
努

め
て
ま
い
り

ま
す
。

共同参画21　������

なは女性センター 10周年記念講演会

NOW
NOW
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　

実
現
を
目
指
し
て

〜
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
〜

沖
縄
県
那
覇
市

　　

沖
縄
本
島
の
南
部
に
位
置
し
、
沖
縄
県
の
県
都
と
し
て
、
人
口　

万
人
余
を
有
す
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地

31

で
あ
る
。
面
積
３
８
・
９
９ 

。

　

首
里
台
地
（
標
高
１
６
５
ｍ
）
か
ら
東
シ
ナ
海
に
面
し
て
、
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
た
平
野
部
を
背
景
に
、
古
く
か
ら

港
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
海
外
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
、「
琉
球
王
国
」
文
化
が
華
ひ
ら
い
た
街
で
あ
る
。

　

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
中
心
市
街
地
の
再
開
発
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
本
位
の
諸

施
策
を
展
開
し
、
創
造
・
共
生
そ
し
て
交
流
の
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

k㎡
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●

男
女
平
等
週
間

　

1
9
4
5
年
（
昭
和　

年
）
9
月　

日
、
戦

20

20

後
の
荒
廃
し
き
っ
た
収
容
所
生
活
の
な
か
、

「
地
方
行
政
緊
急
措
置
要
綱
」
に
基
づ
き
、　
25

歳
以
上
の
住
民
に
よ
っ
て
沖
縄
本
島　

市
で
市

12

議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
初
め
て
、
女
性
に
も
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
の
女
性
た
ち
に
よ
る
長
い
参
政
権

獲
得
の
運
動
が
実
り
、
戦
後
初
の
総
選
挙
で
女

性
が
一
票
を
投
じ
た
昭
和　

年
に
先
駆
け
た
選

21

挙
で
し
た
。
本
市
で
は
、
沖
縄
の
女
性
た
ち
が

初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
日
を
記
念
し
て
、

平
成　

年
か
ら
9
月　

日
〜　

日
を
「
男
女
平

10

20

26

等
週
間
」
と
し
、
毎
年
啓
発
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
は
、
女
性
と
仕
事
の
未

18

来
館
か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
お
借
り
し
て
、「
女
性

週
間
（
婦
人
週
間
）
と
女
性
の
あ
ゆ
み
展
」
を

那
覇
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

●

う
な
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

う
な
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
国
連
婦
人

の　

年
」
の
最
終
年
昭
和　

年
に
、「
女
た
ち
か

10

60

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
始
ま
り
ま
し

た
。
第　

回
う
な
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平

22

成　

年　

月　

日
（
日
）
に
、
な
は
女
性
セ
ン

18

10

29

タ
ー
・
市
民
広
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
宝
物
は
何
で
す
か
〜
つ
な
ご
う
未
来
へ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
権
や
平
和
、
環
境
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
個

人
、
団
体
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
展
示
や
討
論
会
、

舞
台
発
表
な
ど　

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施

39

さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
プ
レ

う
な
い
と
し
て
、
映
画
上
映
会
な
ど
も
実
施
し

ま
し
た
。

※ 
「
う
な
い
」
は
沖
縄
の
古
い
言
葉
で
姉
妹
を

意
味
し
ま
す
。
ち
な
み
に
兄
弟
は
「
う
ぃ

き
ぃ
ー
」
と
い
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー　

周
年
を

10

迎
え
る
に
あ
た
り
、
広
報
な
は
市
民
の
友
に
特

集
記
事
を
掲
載
し
、
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。
男
女
共
同
参
画
の
理
解
を
深
め
、
拠
点

施
設
と
し
て
の
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
・
事
業
者
と
市
が
協
働
し

男
女
共
同
参
画
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
市
長
公
室
平
和
交
流
・
男
女
参
画
室
男
女
参
画
Ｇ
）
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わ
が
国
の
環
境
対
策
は
循
環
型
へ
と
動

い
て
い
ま
す
が
、
循
環
型
社
会
と
い
う
の
は
ど

ん
な
社
会
な
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田　
「
基
本
に
あ
る
の
は
、
大
量
リ
サ
イ
ク

ル
社
会
で
は
な
く
、
ご
み
の
発
生
が
少
な
い
社

会
を
創
る
こ
と
で
す
。
ご
み
処
理
に
は
、
日
本

全
国
で
1
年
間
に
2
兆
円
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
み
ん
な
が
コ
ッ
プ
半
杯
の
重
さ
、
1
0
0

グ
ラ
ム
を
減
量
す
る
と
2
0
0
0
億
円
浮
く
の

で
す
。
ご
み
の
分
別
を
し
て
、
環
境
問
題
の
解

決
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す

け
ど
、
そ
れ
は
最
初
の
一
歩
に
過
ぎ
な
く
、
本

当
は
ご
み
を
出
さ
な
い
社
会
、
ご
み
を
減
ら
す

社
会
を
創
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
1
0
0
グ
ラ

ム
の
ご
み
減
ら
し
を
み
ん
な
で
や
っ
て
い
け

ば
、
国
の
財
政
が
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
る
と
思
い

ま
す
よ
。」

―
―　

ご
み
問
題
や
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
が

高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
と
し
て
の
心

構
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田　
「
確
か
に
環
境
に
対
し
て
意
識
が
高
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
国
民
全
体
の
運
動

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
実
践
や

地
域
ぐ
る
み
の
ご
み
を
出
さ
な
い
お
祭
り
な

ど
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
例
え
ば
、
飲
料

容
器
を
見
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環
境
先
進
国

で
は
、
洗
っ
て
再
利
用
で
き
る
容
器
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
生
産
の
7
割
が
そ
の
よ
う
な
容
器
な

の
で
す
。
日
本
は
、
生
産
量
の
9
割
が
一
回
限

り
の
容
器
で
、
し
か
も
そ
の　

％
を
リ
サ
イ
ク

85

ル
す
る
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
大
量

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ

れ
を
改
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

―
―　

原
子
力
発
電
に
よ
る
廃
棄
物
問
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

松
田　
「
私
が
原
子
力
委
員
に
ご
縁
が
あ
っ
た

の
は
な
ぜ
な
の
か
と
思
う
と
、
ト
コ
ト
ン
ご
み

問
題
を
や
っ
て
き
た
か
ら
、
最
後
に
原
子
力
廃

棄
物
の
お
世
話
を
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
と
い
う
の
は
汚
い

と
か
、
邪
魔
者
に
扱
わ
れ
が
ち
で
す
。
で
も
、

社
会
の
中
に
は
、
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
も
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
を
邪
魔
者
に
す
る

社
会
は
良
く
な
い
社
会
で
す
。
ご
み
を
嫌
わ
れ

者
に
す
る
社
会
は
と
ん
で
も
な
い
社
会
だ
と
思

い
ま
す
。
今
の
社
会
を
見
ま
す
と
、
原
子
力
の

ご
み
と
い
う
の
は
、
ご
み
問
題
が
分
か
っ
て
い

る
人
で
も
、
な
ん
だ
か
食
わ
ず
嫌
い
と
言
う

か
、
難
し
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
遠
ざ
け

て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
ね
。
で
も
私
は

原
子
力
の
ご
み
を
嫌
わ
れ
者
に
し
な
い
で
、
み

ん
な
で
き
ち
ん
と
管
理
し
て
い
く
社
会
が
健
全

な
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。
生
活
系
ご
み
の
応
用

問
題
と
し
て
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
た
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��

い
の
で
す
。」

―
―　

わ
が
国
の
男
女
共
同
参
画
を
ど
の
よ
う

に
見
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

松
田　
「
私
が
原
子
力
委
員
に
な
っ
た
の
も
、

先
輩
の
方
々
が
道
を
拓
い
て
き
た
跡
を
受
け
継

い
で
の
こ
と
で
す
か
ら
、
後
輩
へ
と
受
け
継
い

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
審
議
会
の
中
に
女

性
を
登
用
し
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
は

成
功
だ
と
思
い
ま
す
。
分
野
に
よ
っ
て
は
ま
だ

少
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。
女
性

た
ち
は
す
ご
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
底

力
が
も
と
も
と
あ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
女
性
の
皆
さ
ん
も
活
躍
し
た
い
分

野
に
自
分
か
ら
売
り
込
ん
で
い
く
姿

勢
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仕
事

を
持
っ
て
い
る
女
性
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
仕
事
を
持
た
な
く
て
も
地
域
社

会
で
今
活
躍
し
て
い
る
女
性
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
女
性
た
ち
が
社

会
参
加
を
し
て
い
く
と
き
に
、
行
政

な
ど
の
施
策
立
案
に
関
わ
る
委
員
会

に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。
国
の
女
性
任
命
率
は　

％
で
す

３１

が
、
地
方
で
は
多
分
そ
れ
に
は
達
し

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、

国
の
率
先
し
た
取
り
組
み
に
あ
わ
せ

て
各
市
町
村
で
も
女
性
の
参
加
が
増

え
て
い
く
と
、
す
ご
く
良
い
社
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。」

―
―　

読
者
の
方
に
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。

松
田　
「『
地
球
を
磨
く
心
は
一
つ
』
と
い
う
言

葉
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
批
判

し
な
い
で
、
き
ち
っ
と
発
言
す
る
こ
と
は
発
言

し
て
い
く
。
今
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
誰

か
の
せ
い
に
し
て
い
た
の
で
す
ね
。
地
球
環
境

が
悪
い
の
は
企
業
の
せ
い
だ
と
か
、
行
政
が
だ

め
だ
と
か
。
た
ぶ
ん
行
政
の
方
も
仕
事
を
す
る

と
き
は
一
生
懸
命
し
て
い
る
は
ず
で
す
し
、
産

業
界
の
方
た
ち
も
一
生
懸
命
し
て
い
る
の
で
す

が
、
立
場
が
違
う
と
気
付
か
な
い
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
責
め
る
の
で
は
な
く
、
代
案
を

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
を
み
ん
な
で
磨
い

て
い
こ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
の
で
す
。　
30

年
間
ご
み
問
題
を
や
っ
て
い
て
、
私
自
身
教
え

ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
他
人
を
あ

ま
り
責
め
な
い
の
で
す
。
子
育
て
と
同
じ
で

す
。
子
供
に
だ
め
と
い
う
と
、
も
っ
と
萎
縮
す

る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
す
れ
ば
良
く
な
る

よ
と
、
地
域
社
会
で
言
え
る
人
に
な
る
。そ
の
役

割
を
女
性
が
担
う
と
、
社
会
が
変
わ
り
ま
す
。

地
球
を
磨
く
こ
と
の
一
つ
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

―
―　

お
忙
し
い
中
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

共同参画21　������

Title:04文中-グラビア1C.ec6 Page:33  Date: 2007/05/18 Fri 11:34:23



��共同参画21　������

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー 

　

平
成　

年
３
月　

日
、
総
理
大
臣

１９

１５

官
邸
に
お
い
て
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
連
携
会
議
（
え
が
り
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
第　

回
全
体
会
議
」
が
開

２２

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
に
は
、
塩
崎
恭
久
内
閣
官

房
長
官
、
高
市
早
苗
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
男
女
共
同
参
画
）
が
出
席

し
、
女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ

ラ
ン
の
推
進
や
男
女
の
仕
事
と
生
活

の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
の
実
現
な
ど
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

篠
塚
英
子
議
長
（
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
）
の
進
行
の
も
と
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に

つ
い
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
や

日
本
女
医
会
等
か
ら
、
政
策
・
方
針

決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
に

つ
い
て
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
や
日

本
青
年
会
議
所
等
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
定
義
を
明
確
化
し
、
共

通
の
理
解
の
も
と
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

内 
閣 
府

「
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議

（
第　

回
）」の
開
催

22

内 
閣 
府

平
成　

年
度

１９

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」の
実
施

　

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
公

布
・
施
行
日
（
平
成　

年
６
月　

日
）

１１

２３

に
ち
な
み
、
毎
年
６
月　

日
か
ら　

２３

２９

日
ま
で
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、

こ
の
週
間
の
趣
旨
を
伝
え
る
標
語
を

募
集
し
（
募
集
期
間
１
月　

日
か
ら

１６

２
月　

日
）、
応
募
総
数
１
、９
１
３

２３

点
の
な
か
か
ら
審
査
の
結
果
、
下
記

○最優秀作品（標語）
「いい明日は  仕事と暮らしの  ハーモニー」
　　　　　　　　篠田　健三　（秋田県）
○優秀作品（２点）
・「共同参画　仕事と暮らしの　調和から」
　　　　　　　　森川　益明　（三重県）
・「限りある　時間を自分らしく
　　　　　　　　　　　　バランス良く」
　　　　　　　　戸田　和子　（大阪府）
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

は
、
独
立
行
政
法
人
等
（
独

立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
、

認
可
法
人
、
国
立
大
学
法
人

及
び
公
立
大
学
法
人
）
に
お

け
る
女
性
の
参
画
状
況
に
関

す
る
調
査
を
今
回
初
め
て
行

い
、
そ
の
調
査
結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
１

４
８
の
独
立
行
政
法
人
、
特

内 
閣 
府

独
立
行
政
法
人
等
女
性
参
画

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

管理職（部長相当職及び課長相当職）に占める 
女性の割合（148法人） 

6

3

11

10

61

57

0 10 20 30 40 50 60 70

20%以上 

15%以上20%未満 

10%以上15%未満 

5%以上10%未満 

5%未満（除く0%） 

0%

（法人数）

（女性割合区分） 

*http://www.gender.go.jp/chosa.html
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の
３
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
標
語
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
各

種
行
事
や
広
報
啓
発
活
動
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

殊
法
人
、
認
可
法
人
の
う
ち
、
女
性

管
理
職
が
ゼ
ロ
の
法
人
が　

法
人
あ

５７

る
な
ど
、
女
性
の
参
画
が
十
分
で
な

い
法
人
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合

が
、
少
な
く
と
も　

％
」
と
い
う
目

３０

標
の
達
成
を
目
指
し
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
調
査

結
果
を
各
独
立
行
政
法
人
等
に
周
知

し
、
女
性
管
理
職
の
登
用
等
の
促
進

に
つ
い
て
積
極
的
な
取
組
を
呼
び
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
*
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内 
閣 
府

「
女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」開
設
及
び「
女
性
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」作
成
の
お
知
ら
せ

　

内
閣
府
で
は
、
女
性
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て

中
の
女
性
等
の
再
就
職
や
起
業
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
の
支
援
情

報
を
集
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
�
女

性
い
き
い
き
応
援
ナ
ビ
�
を
関
係
省

庁
等
の
協
力
を
得
て
平
成　

年
３
月

１９

　

日
に
開
設
し
ま
し
た
。

３０
　

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
や
男
女
共
同
参

画
（
女
性
）
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
す

る
国
や
地
方
自
治
体
の
支
援
機
関
や

支
援
担
当
部
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
６

０
０
箇
所
以
上
を
検
索
で
き
る
他
、

再
就
職
、
在
宅
就
業
、
起
業
、
両
立

（
子
育
て
・
介
護
）
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ

ナ
ー
を
参
考
に
支
援
機
関
情
報
の
活

用
方
法
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
他
、
支
援
機
関
を
利
用
し
た

女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
例
や
、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
初
心
者
向
け
の
「
自
分

を
知
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
な
ど
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
内
閣
府
で
は
再
就
職
や
起

業
等
を
目
指
す
女
性
の
た
め
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
が
一
段
落
し
た
の
で
、

ま
た
働
き
た
い
。」、「
自
分
の
能
力

を
活
か
し
て
何
か
を
は
じ
め
て
み

た
い
。」
そ
ん
な
女
性
の
た
め
に
、

再
就
職
・
起
業
等
の
「
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
に
役
立
つ
情
報
を
中
心
に

収
集
し
ま
し
た
。

　

再
就
職
支
援
、
起
業
支
援
の
ほ

か
、
子
育
て
・
介
護
情
報
、
学
習
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

支
援
の
情
報
紹
介
や
再
就
職
・
起
業

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
男
女
共

同
参
画
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
女
性

い
き
い
き
応
援
ナ
ビ
」）で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

http://www.gender.go.jp/re-challenge

http://www.gender.go.jp/re-
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第　

回
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会

５１

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）が
平
成　

年
２
月　

日
か

１９

２６

ら
３
月
９
日
ま
で
国
連
本
部

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
開
催
さ
れ
、
我

が
国
か
ら
は
目
黒
依
子
日
本
代
表
ほ

か
計　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

２０

　

会
合
で
は
、
我
が
国
を
含
む
各
国

代
表
や
国
連
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
等

に
よ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
発
表
、

今
次
会
合
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る

「
女
児
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

差
別
及
び
暴
力
撤
廃
」
に
関
す
る
ハ

イ
レ
ベ
ル
円
卓
会
合
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
達
成
に
お
け
る
男
性
及

び
男
児
の
役
割
」
合
意
結
論
（
第　
４８

回
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
合
意
結

論
）
の
実
施
進
捗
状
況
の
評
価
に
関

す
る
対
話
型
専
門
家
パ
ネ
ル
、
討
議

内 
閣 
府

第　

回
国
連
婦
人
の

51
地
位
委
員
会（
C
S
W
）の
開
催

等
が
行
わ
れ
、
女
児
の
視
点
が
政
策

立
案
や
事
業
実
施
に
お
い
て
欠
如
し

が
ち
で
あ
り
、
女
児
の
ニ
ー
ズ
へ
の

配
慮
が
よ
り
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
児
に
関
す
る
貧
困
削

減
、
教
育
・
訓
練
、
健
康
、
暴
力
・

差
別
撤
廃
、
人
身
取
引
対
策
等
に
関

す
る
政
府
や
国
連
機
関
等
の
役
割
に

つ
い
て
記
し
た
「
女
児
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
及
び
暴
力
撤

廃
」合
意
結
論
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
女
性
・
女
児
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」、「
女
性
性
器
切
除
（
Ｆ

Ｇ
Ｍ
）」、「
強
制
結
婚
」
等
の
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
館
で
は
、
国
際
協
力
機
構
か
ら

の
委
託
に
よ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

行
政
官
の
男
女
共
同
参
画
意
識
と
基

礎
行
政
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

女
性
課
題
省
等
７
省
庁
か
ら
若
手

行
政
官
８
名
が
参
加
し
、
平
成　

年
１９

２
月
６
日
〜　

日
の
３
週
間
か
け

２２

て
、
女

性
情
報

や
効
果

的
な
情

報
の
収

集
・
発

信
・
普

及
方
法

国
立
女
性

教
育
会
館

国
立
女
性
教
育
会
館
国
別
研
修

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）の
実
施

　

平
成　

年
３
月
、「
女
性
の
キ
ャ

１９

リ
ア
形
成
支
援
サ
イ
ト
」
に
「
理
工

系
に
か
か
わ
る
仕
事
・
活
動
」
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
、　

名
の
キ
ャ
リ
ア

２０

形
成
事
例
（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
）
を
掲

載
し
ま
し
た
。
理
工
系
の
各
専
門
分

野
（
理
学
、
工
学
、
農
学
、
医
学
等
）

か
ら
、　

代
〜　

代
の
、
大
学
・
企

２０

５０

国
立
女
性

教
育
会
館

国
立
女
性
教
育
会
館「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
サ
イ
ト
」に「
理
工
系
に
か
か
わ
る

仕
事
・
活
動
」キ
ャ
リ
ア
形
成
事
例
を
公
開

ポスター作成実習をする研修員

*http://winet.nwec.jp/career/

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

Title:05ニュースレター.ec6 Page:36  Date: 2007/05/18 Fri 11:35:28

http://winet.nwec.jp/career/


�� 共同参画21　������

�������	���
に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
実
習

な
ど
を
通
じ
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
会
館
で
長
年
実

施
し
て
き
た
国
際
情
報
処
理
研
修
の

ノ
ウ
ハ
ウ
と
男
女
共
同
参
画
統
計
に

関
す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
大
い
に

活
用
し
ま
し
た
。
研
修
員
の
半
数
は

男
性
で
し
た
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

復
興
に
男
女
共
同
参
画
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
を
学
ん
で
帰
国
し
ま
し
た
。

業
の
研
究
者
・
技
術
者
、
医
師
、
文

系
出
身
で
理
工
系
に
か
か
わ
る
起
業

を
さ
れ
た
方
、
建
設
業
界
の
女
性
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
集
ま

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
*

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
こ
の
事
業
は
、

文
部
科
学
省
平
成　

年
度
「
女
子
中

１８

高
生
の
理
系
進
路
選
択
支
援
事
業
」

に
採
択
さ
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。）

　国立女性教育会館では、男女共同参画社会の形成に向け、自らの意思で社会に参画し、社会

を活性化していくための課題と方法を見出す機会とするとともに、「研究」、「学習」、「実践」

を結び、女性のエンパワーメントをめざす交流の場とするため、全国から50程度のワーク

ショップを募集します。

開 催 日 時：平成19年8月31日（金）～9月2日（日）の2泊3日

総合テーマ：「女性のエンパワーメントと男女共同参画社会づくり～新たな取組を必要とす

る分野への参画をめざして～」

個別テーマ：①女性のキャリア形成とチャレンジ支援、②科学技術分野への女性の参画、

　　　　　　③安全・安心と男女共同参画、④地域の活性化と男女共同参画、⑤政策・方針

決定過程への女性の参画、⑥男女共同参画の拠点作り

募集締め切り：6月4日（月）

国立女性教育会館事業課「推進フォーラム」係（電話0493-62-6711）までお問い合わ

せください。

平成19年度「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」
ワークショップ募集について

　厚生労働省では、男女雇用機会均等法の公布日（昭和60年6月1日）を記念して、毎年6月

を「男女雇用機会均等月間」と定め、職場における男女均等について労使を始め社会一般の

認識と理解を深めているところです。

　第22回にあたる本年においては、男女双方に対する差別的取扱いの禁止等を新たに定めた

改正男女雇用機会均等法の一層の周知徹底及び履行確保、ポジティブ・アクションの促進を目

標として「男性も女性もみんなにチャンス！！　－性別ではなく“その人”をみてますか？－」

をテーマに全国的に特別活動を展開します。

　

　○男女雇用機会均等法の概要は以下のHPよりご覧いただけます。

　http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/danjokintou/index.html

6月は「第22回男女雇用機会均等月間」です

● ● ● ●

● ● ● ●

　国立女性教育会館では、男女共同参画の形成に向けた女性関連施設・団体の役割を認識し、

地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとして必要な知識、マネージメント能力、

ネットワークの活用等を身につけるために、高度で専門的な研修を下記のとおり実施します。

　○期　日　平成19年6月13日（水）～15日（金）　2泊3日

　○会　場　国立女性教育会館

　○対　象　①全国の女性関連施設の所長、館長等の管理職の方（在職年数は問いません）

　　　　　　　50名

　　　　　　②地域で男女共同参画を推進する団体・グループのリーダーの方50名

　詳細は、国立女性教育会館ホームページをご覧いただくか、事業課リーダー研修係まで

お問い合わせください。

　　　TEL　0493－62－6711（代）

　　　http://www.nwec.jp/

国立女性教育会館主催「平成19年度女性関連施設・団体リーダー
のための男女共同参画推進研修」のご案内
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日　時　平成19年6月29日（金）　13：30～16：30

場　所　日比谷公会堂

テーマ　「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の

実現のために」

●基調講演　山口　一男氏（シカゴ大学教授）

●パネルディスカッション

　パネリスト

　　大沢　真知子氏（日本女子大学教授）

　　勝間　和代　氏（経済評論家（兼公認会計士）、「ムギ畑」主宰）

　　上手　康弘　氏（株式会社カミテ代表取締役社長）

　　木瀬　照雄　氏（TOTO株式会社代表取締役社長）

　コーディネーター

　　河野　真理子氏（株式会社キャリアネットワーク代表取締役会長）

　司会進行

　　山口　容子　氏（フリーアナウンサー）

申込の方法

往復はがき又はHPのいずれかの方法でお申し込み頂けます。

○往復はがきの場合

(1)往信用の裏面に氏名(必須)、電話番号及び職業又は所属

（公務員、団体・NPO等の場合）を記入してください。

(2)返信用の表面に申込者宛先（住所及び氏名）を記入してく

ださい。裏面には何も記入せず、下記宛に郵送してくださ

い。

(3)当課からの返信はがきが入場券となります。御来場の

際には、必ず当課からの返信はがきをお持ちください。

＊はがき1通につき1名のみの申込みとさせていただき

ます。

○内閣府男女共同参画局ホームページの場合

(1)「男女共同参画社会づくりに向けての全国会議」のページ

（http://www.gender.go.jp/kaigiannai/h19zenkoku.html）

より所定の項目を入力し、送信ボタンを押してください。

(2)入力頂いたアドレス宛に入場券となりますメールを送

信しますので、御来場の際には、出力したものを必ずお

持ちください。

受付期限   平成19年6月8日（金）必着

参加者の決定及び通知について

　定員以上の応募があった場合には、先着順とさせていただ

きますので、予め御了承ください。すべての応募者に対し6

月中旬に結果を通知いたします。

　その他詳細は、ホームページをご覧ください。

　

参加の申込み先・問合せ先

　　〒100-8914　東京都千代田区永田町1－6－1

　　内閣府男女共同参画局総務課  全国会議参加申込係

　　TEL: 03－5253－2111（内線83751）

　４月は新入社員を迎える、あるいは人事異動に伴い
新たな体制で仕事に取り組む季節。本情報誌５月号の
編集も新たな体制の下でのものとなりました。
　巻頭インタビューに御登壇いただいたのは松田原子
力委員会委員。インタビューは早速新人君の初仕事。
段取りを頭の中にたたき込んだもののインタビュー中
は緊張しっぱなし。そこは松田委員、手慣れたもの。
松田委員のお人柄、リードのおかげでようやくインタ
ビューが無事終了。ようやく編集担当者としての第一
歩を踏み出すことができました。改めて松田委員に感
謝を申し上げます。
　さて、昨今の暗い話題ばかりが取り上げられる現代
社会。インタビュー最後の松田委員のお言葉、「地球を
磨く心は一つ」。読者の方々にはどのような響きで伝
わったでしょうか。 （Ｍ・Ｔ）

男女共同参画社会づくりに向けての全国会議

　日本の男女共同参画の現状や取組を広く海外に紹介するた
め、内閣府男女共同参画局では、年1回、英文パンフレットを
作成しています。この度、これまでの英文パンフレット
「Women in Japan Today」に代えて、新たに「Gender 
Equality in Japan」を作成し
ました。
　内容は当局発行の日本語パン
フレット「男女共同参画社会の
実現を目指して」の構成に原則
合わせたほか、2006年の男女
共同参画に関する主要な動き・
取組等を取り入れています。
　ご希望の方は下記までご連絡
ください（部数に限りがありま
す）。なお、内閣府男女共同参
画局のホームページでもご覧に
なれます。
　

お問合せ先
　　　内閣府男女共同参画局総務課（国際担当）
　　　TEL：03－5253－2111（代）
　　　http://www.gender.go.jp/english_contents/

Gender Equality in Japan 2007
─男女共同参画に関する“新”英文パンフレット完成─

 
隔月誌 「共同参画21」5月号 
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内 閣 府 
〒100-8914　東京都千代田区永田町1－6－1 

内閣府男女共同参画局総務課 
TEL　03－5253－2111㈹ 
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Ｇ
Ｅ
は
、
米
国
を
本
社
と
し
て
、
６
つ
の
事

業
を
世
界
中
で
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で

す
。
我
々
Ｇ
Ｅ
キ
ャ
ピ
タ
ル
リ
ー
シ
ン
グ
株
式

会
社
は
、
Ｇ
Ｅ
の
法
人
向
け
金
融
サ
ー
ビ
ス
部

門
の
日
本
に
お
け
る
中
核
会
社
と
し
て
機
器

リ
ー
ス
を
中
心
に
付
加
価
値
の
高
い
金
融
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
お
客
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｅ
は
、
継
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
こ
と

で
社
会
に
貢
献
す
べ
く
、
人
材
や
組
織
の
強
化

を
経
営
に
お
け
る
最
優
先
事
項
と
し
て
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｅ
キ
ャ
ピ
タ

ル
リ
ー
シ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
そ
の
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

常
に
成
長
す
る
「
強
い
組
織
」
作
り
の

為
の
様
々
な
施
策
の
中
で
、
こ
こ
数
年
特

に
力
を
い
れ
て
い
る
の
が
〝
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ（
D
i
v
e
r
s
i
t
y
）〞
、
つ

ま
り
多
様
性
の
推
進
で
す
。
新
し
い
ア

イ
デ
ア
や
創
造
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
絶
え
ず
生
み

出
す
に
は
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
組
織
文

化
を
、
戦
略
的
且
つ
意
図
的
に
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｇ
Ｅ
で
は
、
そ
の
よ
う

な
信
念
か
ら
、
様
々
な
経
歴
や
属
性
を
持
っ
た

人
材
を
積
極
的
に
採
用
し
、
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
現
在
、
男
女
が
同
等
に
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
最
も
重
点
を
お
い
て
お

り
、
Ｇ
Ｅ
キ
ャ
ピ
タ
ル
リ
ー
シ
ン
グ
に
お
い
て
も
、

色
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
当
社
は
平
成

　

年
度
の
均
等
推
進
企
業
表
彰
で
厚
生
労
働
大

17臣
優
良
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
・
Ｇ
Ｅ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
た
支
援
活
動

　

G
E
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
〝
W
N
〞
）

は
、
優
秀
な
女
性
社
員
を
育
成
し
、
そ
の
活
躍

を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
発
足
し
た
社

内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織

で
、
日
本
で
も

年
々
そ
の
活
動

範
囲
を
拡
げ
て

い
ま
す
。
W
N

で
は
、
G
E
グ

ル
ー
プ
の
女
性

同
士
が
様
々
な

情
報
や
知
恵
を
交
換
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
セ

ミ
ナ
ー
の
企
画
や
開
催
を
通
じ
て
、
社
員
へ
の

啓
蒙
・
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

W
N
の
活
動
を
通
じ
て
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
や

意
見
は
、
人
事
施
策
へ
の
反
映
と
い
う
形
で
実

現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
点
で
W
N
と
人

事
部
門
は
、
多
様
性
推
進
の
両
輪
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
W
N
の
活
動

は
単
に
女
性
社
員
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
男
性

社
員
が
多
様
性
の
価
値
や
男
女
の
協
働
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
の
活
動
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
W
N
が
開
催
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
多
く
の
男
性
社
員
も
参

加
し
て
い
ま
す
。 
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��

２
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の

積
極
的
な
女
性
採
用
・
登
用
・
育
成

　

日
本
の
G
E
グ
ル
ー
プ
で
は
、
〝
R
o
a
d 

T
o 　

〞
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

30

て
お
り
、
2
0
0
7
年　

月
ま
で
に
女
性
管
理

12

職
比
率
を　

％
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
を

30

設
定
し
、
全
社
を
挙
げ
て
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン

を
実
行
し
て
い
ま
す
。
女
性
管
理
職
の
比
率
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
入
り
口
、
つ
ま
り

採
用
の
段
階
か
ら
積
極
的
に
女
性
比
率
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
G
E
キ
ャ
ピ
タ
ル

リ
ー
シ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
意
欲
的
に
女
性
採

用
を
進
め
て
お
り
、
中
途
及
び
新
卒
入
社
者
に

占
め
る
女
性
比
率
は　

〜　

％
と
な
っ
て
い
ま

40

50

す
。
ま
た
、
管
理
職
へ
の
登
用
に
関
し
て
は
、

潜
在
能
力
や
意
欲
の
高
い
女
性
社
員
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
仕
事
の
場
を
与
え
て
成
長
を
促
し

た
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
W
N
と
協
力

し
て
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
機
能
の
充
実
も
図
っ
て

い
ま
す
。

３
・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
の
支
援

　

当
社
は
、
社
員
が
家
庭
と
仕
事
を
う
ま
く
両

立
し
な
が
ら
実
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
就
業
で
き
る
各
種
制
度

を
持
っ
て
い
ま
す
。
休
業
関
連
で
は
育
児
休

暇
・
介
護
休
暇
・
出
産
休
暇
を
、
勤
務
形
態
の

面
で
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
・
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
（
F
W
A
）
と
称
し
て
、
社
員
が
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
家
庭
の

状
況
に
応
じ
て
在
宅
、
短
時

間
勤
務
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤

務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

度
等
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
種
の

制
度
は
、
制
度
そ
の
も
の
よ

り
も
、
そ
の
実
質
的
な
活
用

や
運
用
が
大
切
で
す
が
、
幸

い
当
社
で
は
、
元
々
の
社
風

が
オ
ー
プ
ン
で
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、
こ
の
種
の
制

度
に
対
す
る
職
場
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
心
理
的

バ
リ
ア
ー
が
少
な
く
、
多
く
の
社
員
が
こ
れ
ら

の
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
益
々
の
「
成
長
」、
そ
し
て
そ
の
た

め
の
「
強
い
組
織
」
作
り
に
向
け
て
、
今
後
も

さ
ら
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
し
、
社
員
そ

し
て
社
会
に
「
選
ば
れ
る
会
社
」
を
目
指
し
て

い
く
所
存
で
す
。
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GEキャピタルリーシング株式会社
GE（ゼネラル・エレクトリック・カンパニー）の日
本における法人金融事業を担う中核企業として、総
合リース業を核に多岐にわたるファイナンス・サー
ビスを提供、企業の経営力・財務力強化のためのさ
まざまな課題解決をお手伝いしています。

営業開始日：1999年3月1日
資本金：10億円
代表者：代表取締役社長兼CEO　遠山　卓治
親会社：General Electric Company (米国)
従業員数：570名（2006年12月現在）
本社：東京都港区赤坂5-2-20　赤坂パークビル
URL：www.gecl.co.jp 
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共同参画 
内閣府 

男女共同参画の総合情報誌 
2007年5月31日発行（奇数月末日発行）通巻第30号 

特集1 女性のライフプランニング支援 
特集2 監視・影響調査機能の強化 
巻頭インタビュー 松田美夜子（原子力委員会委員） 

編集 No.30 MAY 2007

5

●男女共同参画週間の実施（毎年6月23日～6月29日までの一週間） 
男女共同参画基本法の目的や基本理念に関する国民の理解を深め、男女共同参画社会の実現に向けた様々な
取組が行われるよう、平成13年より毎年、「男女共同参画週間」を実施しています。 
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